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口絵





序

　上信自動車道は、渋川市の関越自動車道渋川伊香保インターチェンジ付近から、吾

妻地域を経て長野県東御市の上信越自動車道東部湯の丸インターチェンジ付近につな

がる高規格道路です。この道路建設に伴う発掘調査が群馬県東吾妻町の厚田橋詰遺跡

において、令和４年度に行われました。本書はその調査報告書となります。

　発掘調査では、中世の掘立柱建物や土壙墓、ピット、溝などを調査しました。遺構

の発見こそありませんでしたが、縄文土器や弥生土器、古墳時代から古代の土師器や

須恵器、金属製品の出土もありました。また、鉄滓がまとまって出土したことから、

中世の本遺跡付近で製鉄が営まれていた可能性が考えられました。

　今回の報告書刊行に至るまでには、群馬県上信自動車道建設事務所、群馬県地域創

生部、群馬県教育委員会、東吾妻町教育委員会、及び地元関係者の皆さまに多大なご

協力を賜りました。感謝を申し上げます。

　本報告書が地域の歴史解明の資料として活用がなされることを願い、序といたしま

す。

　令和６年８月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　事　長　　　向 田 忠 正





例 言

１　本書は、令和４年度上信自動車道吾妻東バイパス事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施した厚田橋詰（あつだは

しづめ）遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　厚田橋詰遺跡は、群馬県吾妻郡東吾妻町大字厚田1166・1167・1168-1・1174・1175・1176・1178番地および道路に

所在する。

３　事業主体は群馬県上信自動車道建設事務所（群馬県県土整備部）である。

４　調査主体は公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

５　発掘調査の期間と体制は次の通りである。

　　　調査期間　令和４年４月１日～令和４年５月31日（履行期間：令和４年４月１日～令和５年３月31日）

　　　調査担当　調査部調査１課　上席調査研究員・調査統括　須田正久　　主任調査研究員　田村　真

　　　遺跡掘削工事請負：株式会社歴史の杜

　　　委託　地上測量：株式会社測研　　空中写真撮影：技研コンサル株式会社　

６　整理事業の期間と体制は次の通りである。

　　　整理期間　令和５年12月１日～令和６年３月31日（履行期間：令和５年12月１日～令和６年３月31日）

　　　整理担当　資料部資料３課　専門調査役　石守　晃

７　本書作成の担当者は次の通りである。

　　　編　　集　石守　晃

　　　執　　筆　第４章第２節は辰巳晃司・佐伯史子・奈良貴史（新潟医療福祉大学　教授）が執筆し、左記以外は主に

　　　　　　整理担当が執筆した。

　　　デジタル編集　齊田智彦（総括・写真図版）・石守　晃（本文）

　　　遺物観察　縄文・弥生土器：専門官　藤巻幸男

　　　　　　　　土師器・須恵器：藤巻幸男・専門調査役　神谷佳明（時期判定）

　　　　　　　　陶磁器：専門調査役　大西雅広

　　　　　　　　石器：上席調査研究員　関口博幸

　　　　　　　　金属製品・炭化物：専門員（主任）　板垣泰之・専門調査役　関邦一

　　　　　　　　遺物写真撮影：主任調査研究員　平方篤行

８　発掘調査諸資料及び出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

９　発掘調査及び本書作成に当たり諸氏、機関よりご協力、ご指導、ご教示を賜った。記して感謝の意を表します。

　　　群馬県上信自動車道建設事務所、群馬県地域創生部文化財保護課、吾妻郡東吾妻町教育委員会、地元関係各位



凡 例

１　厚田橋詰遺跡の遺構平面図は世界測地系国家座標（座標第Ⅸ系）を用いて測量した。遺構図の中で使用した北方位は

すべて座標北で、真北方向角は＋０° 40′48.75″である。

２　遺構の主軸方位は、座標北からの傾きを示した。

３　遺構平面図の縮尺は、原則として以下を使用した。但し、遺構によっては異なる縮率を用いたものもある。

　　掘立柱建物　１／ 60

　　土壙墓・土坑・ピット・集石・溝・畑　１／ 40

　　廃滓　１／ 50

４　遺物図の縮尺は以下の通りである。

　　土器　１／３、石錐１／１、石製品１／４、石器１／３、

　　銭貨１／１、鉄製品１／２

５　遺物番号は出土遺構ごとの連番で、番号は本文・挿図・表・写真図版ともに一致する。

６　図中で使用したスクリーントーンは、以下のことを表す。

　　　　　　　灰釉

７　本書では「浅間粕川テフラ」は、略号「As-Kk」を使用した。

８　土層や土器の色調観察は、農林水産省農林水産技術会議監修、財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』

　　を参考とした。

９　第１図は昭和59年度の国土地理院への問い合わせに対する指示に基づいて、国土地理院20万分の１地勢図「長野」「宇

都宮」を使用した。

10　第２・３・６・７図は、国土地理院2.5万分の１地勢図「群馬原町」（平成９年９月１日発行）を使用した。

Eコ
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・ ２　28号土坑全景（西から）
・ ３　１号集石全景（南東から）
・ ４　１号集石礫出土状況（南東から）
・ ５　１号集石土層断面（北東から）
・ ６　１号溝土層断面（北西から）
・ ７　１号溝全景（北から）
ＰＬ．９・ １　１号ピット全景（南東から）
・ ２　２号ピット全景（西から）
・ ３　３号ピット全景（北西から）
・ ４　４号ピット全景（北西から）
・ ５　５号ピット全景（北西から）
・ ６　６号ピット土層断面（南西から）
・ ７　７号ピット全景（北東から）
・ ８　８号ピット全景（北西から）
・ ９　９号ピット全景（北西から）
・ 10　10号ピット全景（北西から）
・ 11　11号ピット全景（南東から）
・ 12　12号ピット全景（南東から）



・ 13　14号ピット全景（南西から）
・ 14　16号ピット全景（南西から）
・ 15　17号ピット全景（北西から）
ＰＬ．10・ １　18号ピット全景（北西から）
・ ２　20号ピット全景（南東から）
・ ３　21号ピット全景（南東から）
・ ４　22号ピット全景（北西から）
・ ５　23号ピット全景（北西から）
・ ６　24号ピット全景（北西から）
・ ７　25号ピット全景（北東から）
・ ８　26号ピット全景（北東から）
・ ９　27号ピット全景（北西から）
・ 10　28号ピット全景（北西から）
・ 11　29号ピット全景（北西から）
・ 12　30号ピット全景（北から）
・ 13　31号ピット全景（北西から）
・ 14　33号ピット全景（北から）
・ 15　34号ピット全景（北から）
ＰＬ．11・ １　35号ピット全景（北西から）
・ ２　37号ピット全景（北西から）
・ ３　38号ピット全景（北から）
・ ４　39号ピット全景（北西から）
・ ５　40号ピット全景（北西から）
・ ６　41号ピット全景（北西から）
・ ７　42号ピット全景（北東から）
・ ８　43号ピット全景（北から）
・ ９　44号ピット全景（北西から）
・ 10　45号ピット全景（北東から）
・ 11　46号ピット全景（北から）
・ 12　47号ピット全景（北東から）
・ 13　48号ピット全景（北西から）
・ 14　51号ピット全景（南から）
・ 15　52号ピット全景（北西から）
ＰＬ．12・ １　53・54号ピット全景（北西から、53左・54中）
・ ２　55号ピット全景（北から）
・ ３　56号ピット全景（北西から）
・ ４　57号ピット全景（西から）
・ ５　58号ピット全景（北から）
・ ６　59号ピット全景（北西から）
・ ７　60号ピット全景（北西から）
・ ８　61号ピット全景（北から）
・ ９　64号ピット全景（西から）
・ 10　１号畑全景（北から）
ＰＬ．13・ １　１号畑土層断面（南から）
・ ２　１号廃滓土層断面（北東から）
・ ３　１号廃滓出土状況全景（北西から）
・ ４　１号廃滓出土状況２回目（北西から）
・ ５　１号廃滓鉄滓出土状況（33グリッド、北西から）
・ ６　１号廃滓鉄滓出土状況（24グリッド、北西から）
・ ７　１号廃滓鉄滓出土状況（出土遺物７、北西から）
ＰＬ．14・ １　２号廃滓出土状況全景（北から）
・ ２　２号廃滓出土状況（北東から）
・ ３　２号廃滓釘出土状況（南西から）
・ ４　遺構外キセル出土状況（北から）
ＰＬ．15・ １　２面全景（北東から）
・ ２　２面土坑・ピット群（東から）
・ ３　24号土坑全景（北西から）
・ ４　29号土坑全景（北東から）
・ ５　30号土坑全景（南西から）
ＰＬ．16・ １　62号ピット全景（北西から）
・ ２　63号ピット全景（北西から）
・ ３　65号ピット全景（北西から）
・ ４　66号ピット全景（北西から）
・ ５　67号ピット全景（西から）
・ ６　68号ピット全景（北西から）
・ ７　69号ピット全景（北西から）

・ ８　70号ピット全景（北西から）
・ ９　遺構外石錐出土状況（北西から）
ＰＬ．17・ １　基本土層№１（南壁、北西から）
・ ２　基本土層№２（北壁、南東から）
・ ３　確認調査５・６号トレンチ（北西から）
・ ４　西側谷確認調査２号トレンチ（北東から）
・ ５　旧石器確認調査１号トレンチ（北西から）
・ ６　旧石器確認調査１号トレンチ南壁土層断面（北西から）
ＰＬ．18・ 出土遺物
ＰＬ．19・ 出土遺物





０ 10km１:200,000

　第１節　調査に至る経過

１　上信自動車道

　上信自動車道は、防災拠点や物流拠点が集積するエリ

ア間を結ぶ強靭な道路ネットワーク（北群馬渋川エリア

～吾妻エリア）に位置付けられ、群馬県渋川市の関越自

動車道・渋川伊香保インターチェンジ付近から東吾妻町、

長野原町、嬬恋村を経由し、長野県側の上信自動車道に

至る延長約83㎞の高規格道路である。この道路を整備す

ることにより、過去に数度の土砂崩落による道路寸断が

あった北群馬渋川エリアと吾妻エリア間の強靭なネット

ワークが構築され、大規模な災害時においても、経済活

動の継続性の確保を可能にし、県民の安全な暮らしや企

業などの安定した経済活動を支援する。また移動時間の

短縮による物流の効率化、草津温泉などを中心とした周

遊性の向上がはかられる。

　上信自動車道は、広域道路整備基本計画策定に関する

平成４（1992）年９月３日の建設省道路局長通達（建設省

道企発第52号）と、同日付の同省道路企画課長・都市局

街路課長通知（建設省道企発第53号、建設省都街発第32

号）に基づく、群馬、長野両県の広域道路整備基本計画

に位置付けられた道路であり、平成６（1994）年12月16日

に地域高規格道路の計画路線に指定されている。なお、

上信自動車道は設計速度60 ～ 80㎞の交流促進型路線で

第１章　厚田橋詰遺跡の発掘調査とその経過

第１図　上信自動車道と厚田橋詰遺跡位置図（国土地理院20万分の１地勢図「長野」「宇都宮」使用）
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あり、高速交通網空白地帯の解消、交通渋滞の緩和、災

害時の安全安心確保と、救急医療、観光振興、産業物流

への貢献が期待されている。

　本県に於いて上信自動車道は、渋川市の渋川伊香保イ

ンターチェンジから、吾妻郡長野原町の国道145・292号

の交差点である大津交差点までが既に事業化されてお

り、東から渋川西、金井、川島、祖母島～箱島、吾妻東、

吾妻西、八ッ場、長野原の８バイパスの建設が計画、進

捗している。このうち渋川西バイパス、八ッ場バイパス、

長野原バイパスが既に供用に附されている。

　なおその走向経路は、渋川インターチェンジを起点と

して、同インターチェンジ北側の中村交差点を西折して

国土交通省が管理する渋川西バイパス（渋川市の環状線）

で渋川市の旧市街地の南西側を迂回し、県道35号渋川東

吾妻線に並走して金井バイパスで北上し、川島、祖母島

～箱島、吾妻東バイパスの中程までを県道35号線、吾

妻東バイパス中程から吾妻西バイパスの中程までを国道

145号に並走して吾妻川右岸を走行し、吾妻郡東吾妻町

根小屋で吾妻川を渡河し、国道145号沿いに北接する八ッ

場バイパス途中の吾妻郡長野原町林で再び渡河するまで

は吾妻川左岸を走行し、以西は吾妻川右岸を走り、八ッ

場バイパスの終点間近で再び吾妻川を渡河している。尚、

草津へ向かう国道292号と分岐する大津交差点以西の区

間は、本稿執筆時点では調査区間であり、バイパス路線

は確定していない。

　このうち吾妻東バイパスは、国道145号のバイパス道

路で、東吾妻町箱島から厚田までの延長約13.1㎞の路線

であり、厚田橋詰遺跡は同バイパス区間（東吾妻町植栗

～厚田間6.4㎞）に所在する。現道の国道145号には斜面

崩壊等の可能性のある危険区域があり、災害時の緊急輸

送に支障を生じることが憂慮されたために計画された道

路である。本路線は２車線、設計速度60㎞の道路として

計画されており、事業期間は平成25（2013）年度から令

和８（2026）年度の予定である。

第２図　厚田橋詰遺跡位置図（国土地理院2.5万分の１地勢図「群馬原町」使用）

第１章　厚田橋詰遺跡の発掘調査とその経過
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２　発掘調査に至る経過

（１）　吾妻東バイパスの建設

　上述のように上信自動車道東吾妻バイパスの建設事業

は群馬県中之条土木事務所により平成25（2013）年度か

ら開始されているが、平成29年度までに道路設計及び橋

梁詳細設計が完了し、引き続き橋梁建設等に着手すると

ともに、埋蔵文化財調査についても群馬県地域創生部文

化財保護課（以下「県保護課」とする）と協議を始め、順次

試掘調査、本調査を進めている。なおこの間、同建設事

業は中之条土木事務所から平成29（2017）年４月に設置

された群馬県上信自動車道建設事務所（以下「上信道事務

所」とする）に移管されている。

（２）　試掘調査

　令和３年10月19日、上信道事務所より県保護課に対し

て試掘調査の依頼が出された。この依頼を受けた県保護

課は、令和３年10月25 ～ 28日に試掘調査を実施した。

この時の試掘対象区域は、東吾妻町大字厚田地内から大

字岩井地内にかけての約400ｍの区間であった。県保護

課はこの区域に29か所の試掘トレンチを設定し、試掘調

査を実施したが、その結果、西端の６か所の試掘トレン

チの範囲で遺構が確認されたことから、当該区域（厚田

橋詰遺跡）を発掘調査が必要な区域とし、中・東部の区

域を発掘調査が不要な区域と判断した。そして令和４年

２月４日に県保護課は、この試掘調査所見を上信道事務

所に回答するとともに、東吾妻町教育委員会に通知した。

（３）　発掘調査に至る経過

　上信道事務所は、県保護課の調整を経て、当該区域の

発掘調査を（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団（以下「事

業団」とする）に委託することとして、令和４年４月１日、

事業団に対して当遺跡ほか６遺跡に対する発掘調査委託

契約の協議を行い、事業団もこれに応じて厚田橋詰遺跡

の発掘調査を実施することとなった。

第２節　調査経過
　本遺跡の発掘調査は令和４年４月１日より同年５月31

日までの間に実施した。以下、その経過を記す。

４月４日　事業団側関係者と委託業者打合せ。事務所用

地整備。調査事務所建設（～６日）。

　　５日　調査区設定。事務所設置。環境整備開始。

　　６日　調査区法面整形。

　　７日　西側より１面重機掘削開始。

　　８日　遺構検出作業（１～５号土坑、鉄滓出土）。

　　11日　１～５号土坑より遺構掘削開始。１号廃滓遺

物写真撮影開始。１号畑検出作業。

　　12日　１号畑掘削、土層断面・全景写真撮影、同遺

構より測量開始。１号廃滓グリッド遺物検出。

　　13日　７号土坑、１～ 22号ピット掘削、土層断面

写真撮影、測量。

　　18日　６～ 13号土坑、23 ～ 26号ピット土層断面写

真撮影、測量。

　　19日　９～ 11・13号土坑と１～ 35号ピット全景写

真撮影。17号土坑、36 ～ 42号ピット掘削、

土層断面写真撮影、測量。

　　20日　１号廃滓土層断面・２号廃滓遺物写真撮影。

36 ～ 50号ピット土層断面写真撮影。８～

11・13・18号土坑、36 ～ 44号ピット全景写

真撮影。１号土壙墓検出。６号土坑鉄滓出土

状況写真撮影。

　　22日　２号廃滓出土状況・土層断面写真撮影。ピッ

ト土層断面・全景写真撮影。１号土壙墓土層第３図　試掘調査範囲図（S=1/5000）

第１節　調査に至る経過
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　　25日　１号土壙墓出土遺物写真撮影。20号土坑、52

～ 60号ピット全景写真撮影。

　　26日　１号土壙墓出土写真撮影、骨取り上げ。１号

集石、１号掘立柱建物全景写真撮影。遺構検

出作業。

　　27日　１号掘立柱建物全景写真撮影。空中写真撮影

準備作業。

　　28日　空中写真撮影。重機による谷地部確認トレン

チ掘削（重機使用）。

５月２日　２～６号確認トレンチ土層断面写真撮影、測

量。南壁基本土層断面写真撮影、測量。

　　　　　２面掘削開始。

　　９日　２面遺構検出作業。土坑、ピット半裁から２

面遺構掘削開始（～ 10日）。

　　10日　土坑・ピット完掘作業、写真撮影、測量。

　　11日　２面全景写真撮影。基本土層・旧石器確認ト

レンチ土層断面写真撮影。埋め戻し作業開始。

　　12日　１号旧石器トレンチ掘削作業、土層断面・全

景写真撮影。基本土層断面測量。撤収作業。

　　16～19日　重機による埋め戻し作業。

　　20～23日　重機による埋め戻し作業。資材等運び出

し。

　　24日　資材等運び出し。

　　25～30日　事務処理。

　　30日　事務所撤去。

第３節　調査の方法

１　遺跡略号

　本書に報告する厚田橋詰遺跡の略号は大字名「厚田（あ

つだ）」と小字名「橋詰（はしづめ）」のそれぞれのローマ字

の頭文字を合わせた「ＡＨ」とした。

２　調査区と調査面

　厚田橋詰遺跡の調査区は調査段階では「１区」としてい

るが、１か所のみであるため、本書では単に「調査区」と

記す。

　また調査面は県保護課の試掘成果から２面あり、

As-Kk一次堆積層下面を１面、黄橙色土層上面を２面と

した。おおよその時期は、１面は中世以降、２面は縄文

時代としている。なお、本書では中世以降の時期の遺構

と遺物は１面に属するものとして報告し、古代以前の遺

構・遺物は２面に属するものとして報告する。

　厚田橋詰遺跡では、グリッドの設定は行わなかったが、

遺構等の位置は国家座標に基づく１ｍ単位の世界測地系

国家座標（座標第Ⅸ系）に従って記録した。本書では「Ｘ

軸」「－」「Ｙ軸」の順にグリッドとして標記した。なお

厚田橋詰遺跡の調査区はX=61352 ～ 61441－Y=-91521 ～

-91583グリッドの範囲に在る。

３　発掘調査の方法

（１）　掘削

　表土と１・２面間の土壌は掘削重機を使用して掘削し、

排土はクローラーダンプを使って排出した。その後、遺

構確認を鋤簾等を用いて人力で行い、遺構の掘削は移植

ごて等を用いて人力で行い、排土は一輪車やキャリーダ

ンプ等で運搬した。なお、ロープスティックとトラロー

プを使用して調査区を囲繞し、排土はネットをかけて土

砂の流出を防止した。また看板や旗を使って危険個所の

明示をし、防犯対策として夜間警備を実施した

第４図　調査区の位置（S=1/1000）

第１章　厚田橋詰遺跡の発掘調査とその経過
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２面

　なお調査ऴྃޙに掘ॏ機とΫϩーϥーμンϓを༻

して埋めしを行った。

（２）　記録

所作業車からߴ、Өやࡱʑの遺構の土層記やࣸਅݸ　

のࣸਅࡱӨは、σジλルࣸਅとϒϩーχ൛にΑるۜԘࣸ

ਅを༻いて調査୲者がお͜なった。遺構測ྔはσジλ

ル測ྔで࣮ࢪし、σジλルσーλとしてอするとと

に、平面ਤは調査区全ମの1/40のׂਤと1/200の全ମ

ਤ、土層断面ਤは1/20ਤとして作成した。͜れらの測ྔ

作業は、ۭ中ࣸਅࡱӨとซせてઐ業者にҕୗした。

　出土遺物は、出土状ଶのࣸਅࡱӨと平断面Ґஔの測ྔ

をదٓ行い、औり上͛た。͜のࡍ、出土遺物はϏχール

ାにऩೲし、地区、遺構、出土層Ґ、औり上͛番号等を

記したՙࡳをした。発掘調査ऴྃޙにચড়と出土Ґஔ

等の記を業者にҕୗした。

４　基本土層

　本遺跡の基本土層は、基本土層として記録した南北調

査区壁２ࡍ地に、旧石器等の確認調査時の土層断面記

録をซせて作成した。土層のઆ໌はҎ下の௨りである。

　なお、Ⅹɒ ・Ⅹc ・ⅩⅦ層のॱҐは໌確にできなかったため、

層が前ޙするՄੑがある。

ᶗ　表土。

ᶘ　にͿいԫ৭土（10Ġę5/4）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。

ᶙ　໌ԫ৭土（10Ġę6/6）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。鉄分ண。

ᶚ　҉৭土（10Ġę4/4）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。

ᶛ　Ĉĺ-ĒĲҰ次ଯ積層。

ᶜ　փ৭೪࣭土（10Ġę5/1）：খ礫ؚΉ。

ᶝ　ࠇ৭土（10Ġę3/1）ԫᒵ৭ཻ、໌ԫ৭ؚཻΉ。鉄

分ॖڽϒϩッΫをগྔؚΉ。೪ੑڧい。

ᶞ　ԫ৭土（10Ġę5/6）：ԫᒵ৭ཻ・ϒϩッΫؚΉ。

ᶟ　ԫᒵ৭土（10Ġę8/6）：҉৭土とগྔのԫᒵ৭ؚཻ

Ή。

ᶠ　ԫᒵ৭土（10Ġę7/8）：大型の地ࢁ礫と多ྔのԫᒵ৭・

໌ԫ৭ؚཻΉ。しまりあり。

。৭ཻと礫ࠞೖ৭土（10Ġę3/4）：ԫᒵ৭・໌ԫ҉　‡

。৭土と多ྔのখ礫ؚΉࠇ৭土（10Ġę4/4）：೪࣭　•

Ⅹᶙ　ԫᒵ৭土（10Ġę7/8）：҉৭土とগྔのԫᒵ৭・໌

ԫ৭ؚཻΉ。しまりあり。

Ⅹᶚ　ԫᒵ৭土（10Ġę8/8）：礫と多ྔのԫᒵ৭・໌ԫ৭

ؚཻΉ。しまりあり。

Ⅹɒ 　ԫ৭土（10Ġę5/8）：大型の礫と多ྔのԫᒵ৭・໌

ԫ৭ؚཻΉ。しまりあり。

Ⅹc 　փന৭土（10Ġę8/1）：փന৭೪࣭土主ମ。鉄分ண。

第５ਤ　基本土層式ਤ（左上）・基本土層࣮測Ґஔਤ（左）・
　　　　基本土層࣮測ਤ（右）（平面ਤ：ĚĄ1/2000　断面ਤ：ĚĄ1/40）

第３અ　調査のํ法
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第１節　地理的・地質的環境

１　地理的環境

　本遺跡は、群馬県の北西部、吾妻（あがつま）峡を境に

東西に分けられる吾妻郡の東半部西寄りに在り、吾妻郡

東吾妻町役場の南西2.650ｍ、ＪＲ吾妻線郷原駅（ごうば

らえき）の東850ｍに位置する。

　本遺跡付近の北から西にかけては新第三系の山々が連

なり、南から南東にかけては第四系の火山である榛名山

の山麓が広がり、本遺跡は西北麓端部に位置する。本遺

跡の北方では新第三系の山々を割くように、一級河川吾

妻川が南東流して本遺跡付近に至り、その下流では新第

三系の山々と榛名山の間を、本遺跡の西側ではつづら折

第２章　遺跡を廻る環境

第６図　地理・地質図（1/25,000、国土地理院2.5万分の１地勢図「群馬原町」を使用）

第２章　遺跡を廻る環境
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れに蛇行しながら東流し、東側では北東方向に流下する。

本遺跡の東側には深沢川、西側には田中沢川が共に北北

西方向に流れて吾妻川に流入する。第６図左下（南西）に

は温川（ぬるがわ）が右上（北東）方向に流れて吾妻川に合

流し、玉沢川が概ね北西に流れて温川に合流する。吾妻

川と温川沿いには段丘が形成され、ここに集落が点在し

耕地が造られる。また第６図の吾妻川の右岸右側（南東）

には工場も建設されている。

　本遺跡のすぐ北側には群馬県道58号中之条東吾妻線が

おおむね東西に走行し、本遺跡の南西325ｍにある田中

交差点で榛名山頂から下りてくる県道28号高崎東吾妻

線、北側から吾妻川を渡河してくる県道237号郷原停車

場線と接続する。また吾妻川左岸（北側）では当該地付近

の新第三系山々のピークの一つである岩櫃山が南側にせ

り出すように在り、その山麓を巻くようにＪＲ吾妻線が

北東から入って西北西方向に抜けている。その最も南に

押し下げられた位置に、郷原駅が在る。またＪＲ吾妻線

の南側を国道145号が並走し、郷原駅のすぐ西側の郷原

交差点で南から来る県道237号と接続する。なお、岩櫃

山の西面は断崖となっている。

２　地質的環境

　第６図に示した範囲では、その左上（北西側）には新第

三系の山々が連なる。これらを形成する新生代新第三紀

中期中新世の地層ではサバ化石等を含む凝灰質砂岩と泥

岩の互層である沢渡層（Sw）がある。後期中新世のもので

はプロピライト、暮坂溶岩と呼ばれた陸成の火山岩類で

ある吾妻層（Ag）があり、その下位から郷原下位凝灰角礫

岩部層、郷原上部凝灰角礫岩部層、吾妻山（かづまやま）

溶岩・凝灰角礫岩部層が堆積する。また岩櫃山は吾妻層

の山体である。これらの地質層の間には、安山岩溶岩

（AI）、安山岩岩体（AM）、流紋岩ないしデイサイト岩体（Rm）

が見られる。

　一方、第６図の右下（南東側）は新生代第四紀中期更新

世の岩屑なだれ堆積物を挟む軽石流堆積物から成る榛名

火山第４期の火砕流（Hr４）が広がり、吾妻川右岸の後背

地や温川や深沢川沿いには平行葉理のシルト層主体の中

之条湖成層（Nk）が在る。そして後期更新世のものでは上

部ローム堆積の段丘（Ur）、後期更新世から完新世の沖積

（A）が見られる。

第２節　歴史的環境
　第７図に示した本遺跡付近の周知の遺跡は、吾妻川や

温川、深沢川沿いの平坦地とこれに接する山地の端部、

そして岩櫃山周辺にほぼ限られる。以下に時代毎の概要

を記す。

１　旧石器時代

　第７図で図示した範囲も含め東吾妻町域での旧石器時

代の遺跡は確認されていない。

２　縄文時代

　縄文時代になると、第７図の範囲に遺跡の分布域が広

がる。草創期の調査例は確認できないが、早期の遺跡と

しては新井遺跡（21）で竪穴建物３棟、前期の遺跡として

は四戸遺跡（17）で前葉の集落、新井遺跡（21）で前葉～後

葉の集落が調査されている。

　中期の遺跡では郷原遺跡（５）で後半の竪穴建物、新井

遺跡（21）で中葉～後葉の集落が調査されている。

　後期では初頭の敷石建物が郷原遺跡（５）と新井遺跡

（21）で調査されている。また郷原遺跡（５）からは昭和19

（1944）年の長野原線（現ＪＲ吾妻線）建設時に出土した、

国指定重要文化財のハート形土偶が出土している。

　第７図の範囲に晩期の遺跡はないが、四戸遺跡（17）の

西北西に近接する万木沢Ｂ遺跡等に調査例がある。

３　弥生時代

　第７図の範囲の弥生時代の遺跡は、縄文時代より少な

いが比較的広範囲に分布するが、前期の遺構・遺物の事

例は確認できていない。

　弥生時代の遺跡の中で特筆すべきは、岩櫃山頂近くの

岩陰で調査された中期の再葬墓であり、岩櫃式土器の標

識遺跡である岩櫃山鷹の巣遺跡（７）がある。また近接す

る幕岩岩陰遺跡（６）では焼骨が出土している。

　このほか四戸遺跡（17）では中期後半と後期の竪穴建

物、四戸の古墳群（20）で後期の竪穴建物、新井遺跡（21）

でも中期後半～後期の竪穴建物や円形周溝墓が調査され

第１節　地理的・地質的環境
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０ 1km１：25,000

０ 300ｍ１:10,000

ている。

４　古墳時代

　第７図の範囲の古墳時代の遺跡は、古墳、古墳群は吾

妻川左岸（北側）では西南部にわずかに分布するのみであ

るが、右岸（南側）では広く分布する。

第７図　周辺遺跡図（1/25,000、部分図：1/10,000、国土地理院2.5万分の１地勢図「群馬原町」を使用）

第２章　遺跡を廻る環境
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第１表　周辺遺跡一覧

第２表　周辺古墳一覧の１

第２節　歴史的環境
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№ 遺跡名 市町村№ 時期 種別 備考旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世
1 厚田橋詰遺跡 0253 〇 〇 〇 〇 〇 散布地
2 ぼたん塚古墳 0229 〇 〇 古墳、散布地
3 古谷遺跡 0045 〇 散布地
4 神馬遺跡 0224 〇 〇 〇 〇 〇 散布地
5 郷原遺跡 0013 〇 〇 〇 散布地、集落 国指定重要文化財ハート形土偶出土
6 幕岩岩陰遺跡 0217 〇 墓、その他
7 岩櫃山鷹の巣遺跡 0008 〇 墓、その他
8 潜龍院跡（古屋館） 0079 〇 社寺 中世城館跡778-10
9 郷原城跡 0088 〇 城館
10 岩櫃城跡北側遺構群 0066 〇 〇 集落、城館
11 岩櫃城跡 0032 〇 城館 中世城館跡781
12 念仏塚北遺跡 0208 〇 集落
13 念仏塚遺跡 0065 〇 〇 集落
14 道心穴遺跡 0007 〇 散布地
15 柳沢城跡 0082 〇 城館 中世城館跡783
16 善導寺前遺跡 0003 〇 〇 〇 散布地、墓他
17 四戸遺跡 0119 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 集落 完形の奈良三彩短頸壺出土
18 生原遺跡 0070 〇 〇 古墳
19 峰遺跡 0042 〇 散布地
20 四戸の古墳群 0020 〇 〇 古墳
21 新井遺跡 0120 〇 〇 〇 〇 〇 集落
22 厚田中村遺跡 0117 〇 〇 〇 〇 水田
23 川戸楮原遺跡 0115 〇 その他
24 川戸太田遺跡 0251 〇 散布地
25 上ノ宮遺跡 0051 〇 散布地
26 深沢遺跡 0052 〇 〇 集落
27 玉科遺跡 0004 〇 〇 散布地
28 内出城跡 0083 〇 城館
29 天竜遺跡 0218 〇 〇 〇 〇 〇 〇 散布地
30 下郷Ａ遺跡 0050 〇 〇 散布地
31 水頭Ｂ遺跡 0223 〇 〇 〇 散布地
32 水上遺跡 0053 〇 〇 集落
33 城峯城跡 0084 〇 城館

№ 名称 墳形 規模（ｍ）市遺跡№ 新総覧№
K1 岩島４号古墳（ぼたん塚古墳） 円 [17.0] 229 東吾妻11
K2 ボタン古墳（岩島村３号古墳） － － 東吾妻33
K3 ののお塚古墳（岩島村２号古墳） － － 東吾妻32
K4 綜覧：岩島村46号古墳 円 － 東吾妻75
K5 綜覧：岩島村33号古墳 円 － 東吾妻58
K6 じゅうご塚古墳（岩島村25号古墳） 円 － 東吾妻50

K7
綜覧：岩島村21号古墳 － － 東吾妻46
四戸Ⅲ号古墳（岩島村13号古墳） 円 [15.0] 東吾妻10
綜覧：岩島村15号古墳 円 － 東吾妻43

K8 綜覧：岩島村22号古墳 円 － 東吾妻47
綜覧：岩島村24号古墳 円 － 東吾妻49

K9 綜覧：岩島村14号古墳 円 － 東吾妻42
K10 綜覧：岩島村20号古墳 円 － 東吾妻45
K11 四戸Ⅱ号古墳（岩島村16号古墳） 円 [10.6] 東吾妻９
K12 綜覧：岩島村17号古墳 円 － 東吾妻44
K13 四戸85番地古墳跡 円 － 東吾妻５
K14 四戸86番地古墳跡 － － 東吾妻４

K15 綜覧：岩島村31号古墳 前方
後円 － 東吾妻56

K16 綜覧：岩島村30号古墳 － － 東吾妻55
K17 綜覧：岩島村29号古墳 円 － 東吾妻54
K18 綜覧：岩島村26号古墳 円 － 東吾妻51
K19 綜覧：岩島村27号古墳 円 － 東吾妻52
K20 綜覧：岩島村28号古墳 － － 東吾妻53
K21 四戸Ⅰ号古墳（岩島村19号古墳） 円 [10.4] 東吾妻８
K22 四戸Ⅳ号古墳 円 [8.0] 東吾妻７
K23 綜覧：岩島村18号古墳 円 [15.5] 東吾妻192
K24 綜覧：岩島村34号古墳 － － 東吾妻59
K25 綜覧：岩島村35号古墳 － － 東吾妻60
K26 綜覧：岩島村40号古墳 円 － 東吾妻65

№ 名称 墳形 規模（ｍ）市遺跡№ 新総覧№
K27 綜覧：岩島村39号古墳 円 － 東吾妻64
K28 綜覧：岩島村41号古墳 円 － 東吾妻66
K29 綜覧：岩島村36号古墳 － － 東吾妻61
K30 綜覧：岩島村37号古墳 円 － 東吾妻62
K31 綜覧：岩島村38号古墳 円 － 東吾妻63
K32 綜覧：原町32号古墳 円 [14.5] 東吾妻147
K33 綜覧：原町33号古墳 円 [18.2] 東吾妻148
K34 綜覧：原町34号古墳 円 [9.1] 東吾妻149
K35 綜覧：原町35号古墳 円 [7.3] 東吾妻150
K36 綜覧：原町77号古墳 円 － 東吾妻188
K37 綜覧：原町39号古墳 円 [9.1] 東吾妻154
K38 綜覧：原町37号古墳 円 [12.7] 東吾妻152
K39 綜覧：原町38号古墳 － － 東吾妻153
K40 綜覧：原町36号古墳 円 [12.1] 東吾妻151
K41 綜覧：原町40号古墳 円 [16.4] 東吾妻155
K42 綜覧：原町41号古墳 － － 東吾妻156
K43 綜覧：原町42号古墳 円 [9.1] 東吾妻157
K44 園辺Ｂ号古墳（原町43号古墳） 円 － 東吾妻15
K45 綜覧：原町50号古墳 円 [26.1] 東吾妻163
K46 綜覧：原町51号古墳 円 [10.0] 東吾妻164
K47 綜覧：原町49号古墳 － － 東吾妻162
K48 園辺Ａ号古墳（原町44号古墳） 円 － 東吾妻14
K49 綜覧：原町45号古墳 円 [14.8] 東吾妻158
K50 綜覧：原町46号古墳 円 [10.0] 東吾妻159
K51 綜覧：原町48号古墳 － － 東吾妻161
K52 綜覧：原町47号古墳 － － 東吾妻160
K53 綜覧：原町31号古墳 円 [18.2] 東吾妻146
K54 綜覧：原町29号古墳 円 [18.2] 東吾妻144
K55 綜覧：原町58号古墳 円 [10.0] 東吾妻171
K56 綜覧：原町30号古墳 円 [11.2] 東吾妻145



　前期の遺跡では、新井遺跡（21）では４基の方形周溝墓

を調査している。

　古墳は第７図の範囲で74基を数えた。これらは小型で、

墳丘の形態が確認できる53基のうち52基は円墳で、前方

後円墳とされた。岩島村31号古墳（K15）も円墳の可能性

が高い。これらの古墳は東吾妻町矢倉（やぐら）で４基、

同町三島で四戸の古墳群（20）に含まれる18基（K6 ～ K23）

を含む30基、同町川戸で38基と東接する同町金井で１基

があり、吾妻川右岸では東西２グループの群集墳として

把握される。このうち岩島４号古墳（K1）・岩島村26号古

墳（K18）・岩島村27号古墳（K19）・岩島村37号古墳（K30）

はいずれも円墳で横穴式石室を有し、岩島４号古墳（K1）

は発掘調査による二段築造で７世紀前半の所産として報

告されている。また四戸Ⅲ号古墳（K7）・四戸Ⅰ号古墳

（K21）・四戸Ⅳ号古墳（K22）はいずれも円墳で６世紀前半

中頃の片袖型横穴式石室である。

　集落は四戸遺跡（17）、四戸の古墳群（20）、新井遺跡（21）

で前期から後期のものが確認、調査されている。また本

遺跡の西側に近接する厚田中村遺跡（22）で６世初頭の榛

名山二ッ岳の噴火で噴出した火山灰（Hr-FA）に覆われた、

極小区画水田址を調査している。

５　奈良・平安時代

　律令期において、本遺跡は吾妻郡に属していたが、吾

妻郡に在る長田（なかた）・伊参（いさま）・太田の３郷（里）

のうち、本遺跡付近は太田郷に比定されている。

　第７図の範囲で律令期の遺跡は山岳地帯を除く地域に

散布するものの、奈良時代の遺跡は本遺跡（１）を含め神

馬遺跡（４）、四戸遺跡（17）、新井遺跡（21）、厚田中村遺

跡（22）、天竜遺跡（29）、水頭Ｂ遺跡（31）の７遺跡に過ぎ

ず、平安時代の遺跡もこれに郷原遺跡（５）、善導寺前遺

跡（16）、川戸太田遺跡（24）の３遺跡が加わるに過ぎない。

なお、第７図の右上欄外に７世紀創建の金井廃寺がある。

　四戸遺跡（17）では９世紀を中心とする飛鳥時代から平

安時代の集落が調査され、完形に近い奈良三彩の短頚壺

が出土しており、新井遺跡（21）では９世紀の集落を調査

している。また生産址としては厚田中村遺跡（22）で天仁

元（1108）年の浅間山の噴火に伴うAs-B軽石で埋没した水

田址が確認され、四戸遺跡（17）ではAs-B軽石で埋没した

畑のサク跡を調査している。

６　中世

　鎌倉時代に吾妻太郎の存在が吾妻鑑により知られてい

るが、その本拠地は確認されていない。

　室町時代に入ると、藤原系の地衆齋藤氏が岩下衆を率

いて、第７図の左側欄外の吾妻川左岸山上に在る岩下城

を拠点に吾妻郡東半部を中心に支配したが、第７図では

吾妻川右岸の左右自然堤防上に齋藤氏に与力した秋間氏

の内出城跡（28）が在る。また第７図の中上部に在る岩櫃

城（11）は上野を代表する大規模城郭の一つで、『加沢記』

には応永12（1405）年の齋藤憲行の築城とあるが、越後

上杉方の嶽山城に四万川を挟んで対峙する城として取り

立てたという説もある（齋藤真一2002）。岩櫃城は城の南

西部に主郭を含む実城（11ⓐ）があり、北側に防御遺構群

（10）、北東側に柳沢城（15）、南西側に郷原城（９）が築か

れる城郭群である。岩櫃城はその後、真田の城となるが、

近世初頭に破却され、城下平川戸（11ⓑ）は現在の市街地

である原町（Ⓒ）に移転した。このほか城の西側岩櫃山の

断崖下に武田氏没落時に真田昌幸が武田勝頼を迎え入れ

ようとしたという伝承のある潜龍院跡（古屋館、８）や、

榛名山麓の尾根上築かれた城主不詳の城峯城跡（33）が在

る。

　一方、戦国期の武田信玄の上野侵攻に伴い、信濃小県

と上野沼田を繋ぐ、４本の所謂真田道が設定されたが、

このうち現在の国道145号付近を概ね並走する赤岩通り

（㋑）と現在の県道58号線から大戸を経由で国道406号を

第２表　周辺古墳一覧の２
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№ 名称 墳形 規模（ｍ）市遺跡№ 新総覧№
K57 綜覧：原町53号古墳 円 [10.9] 東吾妻166
K58 綜覧：原町52号古墳 円 － 東吾妻165
K59 綜覧：原町59号古墳 － － 東吾妻172
K60 綜覧：原町61号古墳 － － 東吾妻174
K61 綜覧：原町66号古墳 － － 東吾妻179
K62 綜覧：原町65号古墳 － － 東吾妻178
K63 綜覧：原町64号古墳 円 － 東吾妻177
K64 綜覧：原町63号古墳 円 [14.8] 東吾妻176

№ 名称 墳形 規模（ｍ）市遺跡№ 新総覧№
K65 綜覧：原町62号古墳 円 [37.9] 東吾妻175
K66 綜覧：原町68号古墳 － － 東吾妻181
K67 綜覧：原町69号古墳 － － 東吾妻182
K68 綜覧：原町70号古墳 円 [27.3] 東吾妻183
K69 綜覧：原町73号古墳 円 [19.7] 東吾妻185
K70 綜覧：原町78号古墳 円 － 東吾妻189
K71 綜覧：原町60号古墳 － － 東吾妻173



通る大戸通（㋺）があった。このうち赤岩通り（㋑）は岩櫃

城（11）に取り込まれ、同城の城下町に当たる平川戸（11

ⓑ）を通過している。

　このほか四戸遺跡（17）で掘立柱建物と土壙墓、四戸の

古墳群（20）で土壙墓を調査している。

７　近世

　第７図の範囲の近世の集落は、吾妻川右岸（南部）では

西側より三島村、厚田村、川戸村、吾妻川左岸での同じ

く郷原村、原町があった。これらの集落は戦国時代末

期は信州真田領であったが、引き続き三島村は明暦３

（1657）年以来、他は元和９（1623）年以来沼田藩領であり、

天和元（1681）年、真田氏が改易になって以降は幕領ある

いは旗本領となっている。

　また県道58号の前身の道路は、中世に大戸通（㋺）で

あった第７図左下方の大戸村から来る信濃往完の支道で

あり右方の川戸村から来る越後往還の支道（㋩）がある。

この街道から20㎞東の三国街道杢ヶ橋関が渡河できない

場合吾妻川渡河の唯一の橋脚として、厚田村から対岸の

郷原村に長須橋（ちょうずばし、万年橋、㋥）が架橋され

ていた。長須橋の架け替えは郷原・矢倉・岩下・松尾・

厚田の各村が普請を担っていた。万年橋からは中世の赤

岩通り（㋑）から分岐して東に抜け、原町を経由して三国

街道に向かう越後往還の支道が通っていた。

　発掘調査では、天明３（1783）年の浅間山噴火に伴う泥

流で埋没した水田、畑、溝等を厚田中村遺跡（22）で調査

している。 １　郷原遺跡（JR郷原駅とハート形土偶説明板、
　　　　　　　実際の出土地は西側50ｍ、南から）

２　四戸古墳群石室（岩島村14号墳か、東から） ３　岩櫃城主郭（左手櫓台、西から）

第２節　歴史的環境
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第８図　調査区１区１面全体図

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物

１　１面の調査概要

　本遺跡の調査区は北西方向に向かって傾斜する地形に

在るが、１面の南西隅部は勾配率25％程を測る傾斜地で

あり、中南部は勾配率７％程の緩傾斜地であり、他は緩

急はあるものの総じて勾配率15％程の斜面である。本稿

では、調査区中南部の緩傾斜地は他の「斜面」に対して平

坦に近いことから、「平坦面」と仮称する。

　斜面地の（北）西部と東部、および東端部には谷地形が

あり、これに沿って調査区西端部と東端部に北西に下り

る尾根上の高まりがあり、調査区の中程には平坦面から

北に向かって傾斜する舌状の高まりが有る。

　また、平坦面東端から東部の谷地形にかけて、6.1×4.8

ｍ、4.6×3.7ｍ、3.8×3.5ｍ以上をそれぞれ測る、深さ

0.20 ～ 0.40ｍ程の突出部を伴う隅丸方形様の大型の落

ち込みが見られる。

　１面は中世面として、As-Kk一次堆積層（標準Ⅵ層）下

面を遺構確認面として発掘調査を実施した。１面では調

査区南西部から平坦面北側の斜面と平坦面に大小の土坑

26基が掘削され、平坦面に掘立柱建物１棟、土壙墓１基、

ピット55基、集石１基、溝１条を調査した。また北西斜

面に畑の一部を調査したほか、調査区西部の谷地形の谷

頭に当たる箇所と平坦面北端部に、製鉄関連遺構は確認

されなかったが、鉄滓多数出土した廃滓２か所を確認、

調査した。１面の遺構は中世以降のもので、時期特定で

きた遺構は個々にその時期を記した。

第３章　発見された遺構と遺物

第３章　発見された遺構と遺物

12

|
l
¥
―
 



２　掘立柱建物

１号掘立柱建物（第９図、PL. ３）

概要　本建物は６基の柱穴から成る梁間一間型の掘立柱

建物として発掘調査されているが、整理段階で北東の36

号ピット（本建物Ｐ７）も加わると判断したものである。

建物の南東側は調査区外に出るため、全容は確認できな

かった。

位置　本建物は調査区中央南西寄り、ピット群の中に所

在し、61379 ～ 61382－-91541 ～ -91547グリッドに位置

する。

重複　本建物は７～ 10号土坑、16・17・25・26・28・

33・34・37・45・46・47・52号ピットと重複するが、本

建物が８号土坑を切る以外は、新旧関係を特定すること

はできなかった。

規模　〔範囲〕長さ：6.34ｍ　幅：2.70ｍ

〔建物規模〕長さ：5.92ｍ　幅：2.13ｍ

〔Ｐ１〕　径：0.29×0.24ｍ　深さ：0.35ｍ

〔Ｐ２〕　径：[0.48]×0.38ｍ　深さ：0.34ｍ

〔Ｐ３〕　径：0.35×0.31ｍ　深さ：0.40ｍ

〔Ｐ４〕　径：0.38×0.36ｍ　深さ：0.41ｍ

〔Ｐ５〕　径：0.24×0.20ｍ　深さ：0.27ｍ

〔Ｐ６〕　径：0.25×0.24ｍ　深さ：0.36ｍ

〔Ｐ７〕　径：0.40×0.38ｍ　深さ：0.40ｍ

〔柱間〕

　（桁間）　平均：1.984ｍ

　Ｐ２－Ｐ３　：2.04ｍ

　Ｐ３－Ｐ４　：1.92ｍ

　Ｐ４－Ｐ７　：1.97ｍ

　Ｐ１－Ｐ６　：2.08ｍ

　Ｐ５－Ｐ６　：1.91ｍ

　（梁間）　平均：2.09ｍ

　Ｐ１－Ｐ２　：1.89ｍ

　Ｐ３－Ｐ６　：2.21ｍ

　Ｐ４－Ｐ５　：2.17ｍ

埋土　いずれのピットもAs-Kkとロームを含むＰ１～３・

６・７は黒褐色土、Ｐ４・５は暗褐色土等で埋没する。

構造　〔規格〕上述のように本建物は南東側が調査区外に

出るため全容は確認できず、また東側に更に延伸してい

るか否かも確認できなかった。

　調査範囲において本建物は１×３間の建物として把握

されるが、梁間の規模は通例の梁間一間型の建物に対し

て狭い。本建物の主軸方向はＮ88°Ｅで、棟はおおむね

東西を向く。

〔柱穴〕柱の規模は全体として北列のものが南列より1.6

倍程大きい。

（形態）柱穴のプランはＰ１・２・３は楕円形、Ｐ４・６・

７は隅丸長方形、Ｐ５は隅丸三角形を呈する。底面形は

Ｐ１平底、Ｐ２・４～７は丸底、Ｐ３は尖底を呈する。

（柱痕）いずれの柱穴も、柱痕は確認されなかった。

（柱）柱痕や柱による底面の塑性変形は確認できず、従っ

て柱の規格も確認できなかった。

遺物　本建物からの遺物の出土は確認されなかった。

所見　本建物の時期は特定できなかったが、梁間一間型

の規格であることから中世の所産と想定される。

　また建物の規模から推して、本建物は付属屋であった

ものと想定される。なお、細かい用途は想定されなかっ

た。

　なお北側列と南側列の柱穴の規格の違いは、どのよう

な理由によるものかは把握できなかったが、北側に緩や

かに傾斜する地形、風向きや、棟が北側に偏っていた等

の構造によるものである等の可能性が考慮される。

３　土壙墓

１号土壙墓（第10図、PL. ４）

概要　本土壙墓は南西側と北東の一部が壊されていたた

め、全容は確認できなかった。　

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面の南東寄りに在

り、61383 ～ 61384－-91540 ～ -91541グリッドに位置す

る。

重複　本土壙墓は１号溝と重複するが、新旧関係は特定

できなかった。

規模　長さ：（0.84）ｍ　幅：0.80ｍ　深さ：0.22ｍ

埋土　下位はAs-Kkと少量の黒色粘質土含む黒褐色土、

上位はAs-Kk含み鉄分沈着する明赤褐色土で埋没する。

構造　本土壙墓の主軸はＮ23°Ｅを向く。

　本土壙墓のプランは楕円形を呈し、壁面はやや開いて、

底面形は平底状を呈する。

埋葬方法と人骨　本土坑の下位層からは人骨が出土し

た。人骨の頭位は北北東を向き、体位は西北西を向く横

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物
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第９図　１号掘立柱建物
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Ｐ７

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ１

Ｐ５

Ｐ６

１号掘立柱建物Ｐ１
1　黒褐色土（10YR2/3）：As-Kk・ローム混土。少し粘性あり。小石

を少量含む

１号掘立柱建物Ｐ２
１　黒褐色土（10YR3/2）：As-Kk混土。少し粘性あり。小石・ローム

を少量含む

１号掘立柱建物Ｐ３
１　黒褐色土（10YR2/3）：As-Kk・ローム混土。少し粘性あり。小石

を少量含む

１号掘立柱建物Ｐ４
１　暗褐色土（10YR3/3）：しまり弱い。地山黄橙色土（ローム）を多量、

小石、As-Kkを少量含む

１号掘立柱建物Ｐ５
１　暗褐色土（10YR3/3）：小石、As-Kk、地山黄橙色土（ローム）を少

量含む

１号掘立柱建物Ｐ６
１　黒褐色土（10YR3/2）：As-Kk・ローム混土。少し粘性でしまりあ

り。小石・炭化物を少量含む

１号掘立柱建物Ｐ7
１　黒褐色土（10YR3/2）：As-Kk・ローム混土。

しまりあり。小石を少量含む
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第10ਤ　１号土壙墓

４　土坑

１号土坑（第11ਤ、ėē. ５）

֓ཁ　本土坑はޯ25ˋのࣼ地に掘͞れたখ型の

土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区南西۱部に在り、61357ʵ-91563

グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かった。

　͞：0.56̼　෯：0.44̼　ਂ͞：0.43̼ن

ຒ土　ઙԫᒵ৭（土）ؚ Ήしまりऑい҉৭土で埋す

る。

構　本土坑の主࣠は̣43˃̬をく。

　本土坑の確認面のϓϥンはਫణܗをఄし、ఈ面は北側

にภり、ͦのϒϥンはପԁܗをఄする。地ࢁのࣼ面に

伴う礫が表出し、ఈ面ܗはઑఈ状をఄする。

遺物　本土坑からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできなかった。また上ड़のΑ

うに本土坑からは縄文土器が出土しているのの、調査

面からਪして本土坑の時期ののとは認められない。

　また本土坑の掘ҙਤ特ఆできなかった。

２号土坑（第11ਤ、ėē. ５）

֓ཁ　本土坑はޯが25ˋから14ˋに͡ݮたࣼ地に

掘͞れたখ型の土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区南西部に在り、61358 ～ 61359ʵ

-91567 ～ -91568グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かったが、北側に３号土坑が近して在る。

　͞：0.87̼　෯：0.64̼　ਂ͞：0.30̼ن

ຒ土　ઙԫᒵ৭（土）多ྔにؚΉしまりऑいにͿいԫᒵ৭

土で埋する。

構　本土坑の主࣠は̣77˃̚をく。

　本土坑の確認面のϓϥンは北西部をআく３۱部がಥ出

する۱ؙํܗをఄし、掘ܗଶは箱ܗをఄし、ఈ面ܗ

は平ఈでͦのϓϥンは۱ؙの۹ܗをఄする。

遺物　本土坑からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできͣ、掘ҙਤ特ఆ͞れ

なかった。

թ۶で埋͞れていた。

　ඃ者はख़年（40 ～ 、くߴఔのஉੑのՄੑが（ࡀ59

ͦのؑఆ所ݟは第４ষ（47 ～ 50ท）にࡌܝする。

遺物　本土壙墓からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本土壙墓の時期は埋土にĈĺ-ĒĲがؚまれ、ͦの

法がいわΏる中世土壙墓ののである͜とから、おおΉ

Ͷ中世の所産と認ࣝ͞れる。

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

石検出時

石আޙڈ

１号土壙墓
１　໌৭土（10Ġę5/6）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。鉄分がணする
৭೪࣭土をগྔؚΈ、骨ยがࠇ。৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土ࠇ　２

ࠞ在する



３号土坑（第11図、PL. ５）

概要　本土坑は勾配率が25％から14％に減じた傾斜地に

掘削された小型の土坑である。

位置　本土坑は調査区南西部に在り、61360－-91567 ～

-91568グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かったが、南側に２号土坑が近接して在る。

規模　長さ：0.42ｍ　幅：0.30ｍ　深さ：0.16ｍ

埋土　浅黄橙色（土）含むしまり弱い暗褐色土で埋没す

る。

構造　本土坑の主軸はＮ43°Ｅを向く。

　本土坑の確認面のプランは隅丸長方形を呈し、底面形

は平底で、そのプランは隅丸の半円形を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土は見られなかった。

所見　本土坑の時期は特定できず、掘削意図も特定され

なかった。

４号土坑（第11図、PL. ５）

概要　本土坑は勾配率14％程の傾斜地に掘削された、小

型の土坑である。

位置　本土坑は調査区南西部に在り、61367－-91565グ

リッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かったが、北側に５号土坑が近接して在る。

規模　長さ：0.66ｍ　幅：0.60ｍ　深さ：0.31ｍ

埋土　小礫含みやや粘質でしまり弱い黒褐色土で埋没す

る。

構造　本土坑の主軸はＮ45°Ｅを向く。

　本土坑の確認面のプランはやや楕円形に近い隅丸長方

形を呈し、掘削形態は漏斗形で丸底を呈し、そのプラン

は隅丸三角形を呈する。底面に径0.24ｍ、深さ0.06ｍ以

上の窪みを伴う。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかった。

　本土坑の掘削意図は特定されなかったが、底面の窪み

は樹木の根の痕跡の可能性が考えられる。

５号土坑（第11図、PL. ５）

概要　本土坑は勾配率14％程の傾斜地に掘削された小型

の土坑である。

位置　本土坑は調査区南西部に在り、61368－-91565 ～

-91566グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かったが、南側に４号土坑が近接して在る。

規模　長さ：0.56ｍ　幅：0.41ｍ　深さ：0.21ｍ

埋土　小礫含みやや粘質でしまり弱い黒褐色土で埋没す

る。

構造　本土坑の主軸はＮ50°Ｅを向く。

　本土坑の確認面のプランは隅丸長方形を呈し、底面形

は丸底を呈して、そのプランは偏楕円形を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できず、掘削意図も特定され

なかった。

６号土坑（第11図、PL. ５）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で大型の土坑である。

南側端部は重複する土坑と一括で掘削されているため、

確認できていない。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面西寄りに在り、

61376 ～ 61378－-91554 ～ -91556グリッドに位置する。

重複　本土坑は12号土坑・１号集石と重複するが、１号

集石より新しいものの、12号土坑との新旧関係は特定で

きなかった。

規模　長さ：（2.16）ｍ　幅：1.72ｍ　深さ：0.40ｍ

埋土　黄橙色土と小礫含む灰黄褐色土、上位に小礫、特

に下位に白色・橙色粒多く含むにぶい黄褐色土で埋没す

る。

構造　本土坑の主軸はＮ42°Wを向く。

　本土坑のプランは確認面・底面共に隅丸長方形を呈し、

底面形は平底状を呈する。

遺物　本土坑からは縄文土器片と黒曜石片各１点、鉄滓

７点が出土した。

所見　調査面と出土遺物の時期には乖離があり、本土坑

の時期は特定できなかった。

　また本土坑の掘削意図も特定されなかった。

７号土坑（第12図、PL. ５）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面のやや東寄りに在

り、61380 ～ 61382－-91544 ～ -91546グリッドに位置す

第３章　発見された遺構と遺物
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る。

重複　本土坑は１号掘立柱建物（Ｐ３）、33・34・46号ピッ

トと重複するが、いずれの遺構に対しても本土坑の方が

新しい。

規模　長さ：1.52ｍ　幅：1.40ｍ　深さ：0.20ｍ

埋土　ローム・小礫含み、粘性少しある黒褐色土で埋没

する。

構造　本土坑の主軸はＮ10°Wを向く。

　本土坑のプランは確認面、底面共に円形に近い隅丸六

角形を呈する。底面形は平底状を呈する。

遺物　本土坑からは内耳鍋片、ガラス質のスラグを含む

鉄滓３点、石器の剥片が出土した。

所見　本土坑の時期は、重複遺構から推して中世以降の

所産と想定されたが、掘削意図は特定されなかった。

８号土坑（第12図、PL. ５）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

過半が試掘トレンチに壊され、北西部を確認できたに過

ぎなかった。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面のやや東寄りに在

り、61381 ～ 61382－-91546 ～ -91547グリッドに位置す

る。

重複　本土坑は１号掘立柱建物（Ｐ２）と重複するが、本

土坑の方が古い。

規模　長さ：（1.34）ｍ　幅：（1.16）ｍ　深さ：0.13ｍ

埋土　共にAs-Kkとローム・礫含み粘性少しある暗褐色

土と黒褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ81°Ｅを向く。

　本土坑のプランは隅丸三角形を呈し、底面形は平底状

を呈する。

遺物　本土坑からは鉄滓１点の出土があった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑の掘削意図は特定されなかった。

９号土坑（第12図、PL. ６・18）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

南東側が調査区外に出るため、全容は確認できなかった。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面のやや東寄りの南

端に在り、61380 ～ 61381－-91542 ～ -91543グリッドに

位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：（1.12）ｍ　幅：（1.04）ｍ　深さ：0.19ｍ

埋土　As-Kkとローム・礫含み粘性少しある黒褐色土で

埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ11°Ｅを向く。

　本土坑のプランは、確認面・底面共に西縁が内湾する

楕円形のプランを呈し、底面形は平底状を呈する。

遺物　本土坑からは内耳鍋片（１）の出土が見られた。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑の掘削意図は特定されなかった。

10号土坑（第12図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で小型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面の東寄りに在り、

61381 ～ 61382－-91543 ～ -91544グリッドに位置する。

重複　本土坑は１号掘立柱建物（Ｐ４）と37号ピットと重

複するが、共に新旧関係は特定できなかった。

規模　長さ：0.58ｍ　幅：0.48ｍ　深さ：0.37ｍ

埋土　As-Kkとローム・礫含み少ししまりある黒褐色土

で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ83°Wを向く。

　本土坑の確認面のプランは南北縁が多少内湾する隅丸

長方形を呈し、底面形は丸底で、そのプランは円形を呈

する。また底部の北西側に浅い掘り込みがあるが、その

底面高は底部高から0.01ｍ高い。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　また本土坑の掘削意図は特定されなかった。

11号土坑（第13図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で小型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部に在り、61384－-91548 ～

-91550グリッドに位置する。

重複　本土坑は16号土坑と重複し、これを切っている。

規模　長さ：1.14ｍ　幅：0.59ｍ　深さ：0.57ｍ

埋土　As-Kkとローム含み少し粘性ある黒褐色土で埋没

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物

17



する。

構造　本土坑の主軸はＮ87°Ｅを向く。

　本土坑のプランは隅丸台形様の楕円形を呈し、底面形

は平底を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　また本土坑の掘削意図は特定されなかった。

12号土坑（第11図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面西寄りに在り、

61374 ～ 61377－-91552 ～ -91554グリッドに位置する。

重複　本土坑は６号土坑・51号ピットと重複するが、51

号ピットよりは新しいものの、６号土坑との新旧関係は

特定できなかった。

規模　長さ：2.60ｍ　幅：1.16ｍ　深さ：0.33ｍ

埋土　本土坑の埋土の記録は残せなかった。

構造　本土坑の主軸はＮ43°Ｅを向く。

　本土坑のプランは隅丸の舟形を呈し、底面形は丸底状

を呈する。

遺物　本土坑からは鉄滓５点の出土があった。

所見　本土坑の時期は特定できず、掘削意図も特定され

なかった。

13号土坑（第13図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で大型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面の東寄りに在り、

61383 ～ 61384－-91541 ～ -91543グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：1.60ｍ　幅：1.24ｍ　深さ：0.40ｍ

埋土　As-Kkとローム、小礫を含み、少し粘性ある黒褐

色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ80°Ｅを向く。

　本土坑のプランは隅丸長方形を呈し、底面形は平底を

呈する。

遺物　本土坑からは時期の異なる土師器壺片の出土が見

られた。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑の掘削意図は特定されなかったが、その形態と

時期から貯蔵穴の可能性を有する。

15号土坑（第13図、PL. ６・18）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面北東寄りに在り、

61386 ～ 61387－-91548 ～ -91550グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：1.18ｍ　幅：1.12ｍ　深さ：0.20ｍ

埋土　小礫と少量のAs-Kkを含む暗褐色土埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ65°Ｅを向く。

　本土坑は円形に近い隅丸方形のプランを呈し、底面形

は平底を呈する。

遺物　本土坑からは古瀬戸片１片（１）の出土が見られ

た。

所見　本土坑の時期は出土遺物と埋土に含まれるテフラ

から推して室町時代中期以前の所産と判断される。

　また本土坑の掘削意図は特定されなかった。

16号土坑（第13図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面北東寄りに在り、

61383 ～ 61385－-91548 ～ -91550グリッドに位置する。

重複　本土坑は11号土坑と重複するが、本土坑の方が古

い。

規模　長さ：1.48ｍ　幅：1.28ｍ　深さ：（0.37）ｍ

埋土　As-Kkとローム、小礫含み粘性のある暗褐色土で

埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ39°Wを向く。

　本土坑は楕円形に近い隅丸台形のプランを呈し、底面

形は丸底である。

遺物　本土坑からの遺物の出土は見られなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　また本土坑の掘削意図は特定されなかった。

17号土坑（第13図、PL. ６）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で大型の土坑である。

第３章　発見された遺構と遺物
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７号土坑 ８号土坑

９号土坑

10号土坑

９号土坑

７号土坑
１　黒褐色土（10YR2/2）：粘性少しあり。軽石・小石・ロームを少

量含む
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１

＼十 x ／ 

ヽ
ヽ
＼

X/  メー

一 口



位置　本土坑は調査区中南部の平坦面北東部に在り、

61385 ～ 61387－-91544 ～ -91546グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：2.64ｍ　幅：1.84ｍ　深さ：0.40ｍ

埋土　As-Kkとローム、小礫含み少し粘性のある黒褐色

土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ７°Wを向く。

　本土坑は隅丸長方形のプランを呈し、底面形は丸底状

を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑の掘削意図は、掘削時期と形態から推して、貯

蔵穴としての使用の可能性が考慮される。

18号土坑（第14図、PL. ７）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面東寄り北端近くに

在り、61387 ～ 61388－-91550 ～ -91551グリッドに位置

する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：1.04ｍ　幅：0.92ｍ　深さ：0.18ｍ

埋土　As-Kkを主体とし、地山ローム層土を少量含む黒

褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ41°Wを向く。

　本土坑のプランは楕円形を呈し、底面形は平底状を呈

する。

遺物　本土坑からは本土坑の時期とは異なる縄文土器片

が出土した。

所見　本土坑の埋土に包含するAs-Kkとその含有量から

推して、As-Kk降下の大治３（1128）年に近い、平安時代

末期から鎌倉時代初頭の所産と想定される。

　なお、本土坑の掘削意図は特定されなかった。

19号土坑（第14図、PL. ７）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

他の土坑との重複と攪乱により全容は詳らかでない。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面中東寄りに在り、

61383 ～ 61384－-91546 ～ -91548グリッドに位置する。

重複　本土坑は20号土坑と重複関係にあるが、本土坑の

方が古い。

規模　長さ：（1.35）ｍ　幅：（1.08）ｍ　深さ：0.28ｍ

埋土　As-Kkと少量のローム、わずかな炭化物と多量の

小礫含む暗褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ86°Wを向く。

　上述のように本土坑の全容は確認できていないが、本

土坑は隅丸長方形のプランを呈するものと想定され、底

面形は平底を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　また本土坑の掘削意図は特定されなかった。

20号土坑（第14図、PL. ７）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

他の土坑との重複と攪乱により全容は詳らかでない。

位置　本土坑は調査区中南部の平坦面中東寄りに在り、

61384 ～ 61385－-91547 ～ -91548グリッドに位置する。

重複　本土坑は19号土坑と重複関係にあるが、本土坑の

方が新しい。

規模　長さ：（1.57）ｍ　幅：（0.60）ｍ　深さ：0.60ｍ

埋土　多量のローム粒含む黒褐色土としまりなくローム

多量に含む黄橙色土で埋没する。底面に大型礫が散見さ

れる。

構造　本土坑の主軸はＮ34°Ｅを向く。

　上述のように本土坑の全容は詳らかでないが、本土坑

の確認面のプランは隅丸長方形を呈し、底面形は丸底を

呈するものと想定される。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、19号土坑と

の重複関係から、おおむね中世の所産と認識される。

　なお、本土坑の掘削意図は特定されなかった。

21号土坑（第14図、PL. ７）

概要　本土坑は、調査区中南部の平坦面北側の勾配率

28.5％の傾斜地に掘削され、北部が大きく削られる中型

の土坑である。

位置　本土坑は調査区中央部、調査区中南部の平坦面北

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物
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11・16号土坑
13号土坑

15号土坑 17号土坑

15号土坑

15号土坑
１　暗褐色土 （10YR3/3）：小石、As-Kkを少量含む。

地山礫が混入する

11号土坑
１　黒褐色土（10YR3/2）：As-Kk・ローム混土。少し粘性

あり。小石を少量含む
16号土坑
１　暗褐色土（10YR3/3）：As-Kk・ローム混土。粘性あり。

小石を少量含む

17号土坑
１　黒褐色土（10YR2/2）：As-Kk・ローム混土。少し粘性あり。

小石を少量含む

13号土坑
１　黒褐色土（10YR2/3）：As-Kk・ローム混土。

粘性少しあり。小石・ロームを少量含む
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東の斜面に在り、61393～61395－-91549～-91550グリッ

ドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かった。

規模　長さ：1.17ｍ　幅：0.90ｍ　深さ：0.22ｍ

埋土　As-Kk・ローム・小礫含む黒褐色土と暗褐色土で

埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ３°Wを向く。

　本土坑のプランは隅丸長方形を呈し、底面形は平底を

呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑はその時期と形態、規模から推して、貯蔵穴の

可能性が考慮される。

22号土坑（第14図、PL. ７）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中央部やや西寄りに在り、61382

～ 61384－-91556 ～ -91557グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かったが、約2.3ｍ間隔で東側に後述する23号土坑が平

行に在る。

規模　長さ：1.82ｍ　幅：0.57ｍ　深さ：0.32ｍ

埋土　As-Kkと小礫含む黒褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ35°Wを向く。

　本土坑のプランは両端が半円形を呈する隅丸短冊形を

呈し、底面形は平底状を呈する。

遺物　本土坑からは鉄滓２点が出土した。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑はその時期と掘削形態から推して、貯蔵穴の可

能性が考慮される。

23号土坑（第15図、PL. ７）

概要　本土坑は本遺跡の土坑の中で中型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中央部やや西寄りに在り、61383

～ 61386－-91554 ～ -91556グリッドに位置する。

重複　本土坑は単独で在り、他遺構との重複は見られな

かったが、約2.3ｍ間隔を以て西側に前述した22号土坑

が平行に在る。

規模　長さ：3.60ｍ　幅：0.71ｍ　深さ：0.58ｍ

埋土　As-Kk・ローム・小礫を含む褐灰色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ30°Wを向く。

　本土坑のプランは、両端が半円形状を呈する隅丸短冊

形を呈し、掘削形態は箱形で底面形は平底である。

遺物　本土坑からは鉄滓１点が出土した。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、埋土に含ま

れるテフラからおおむね中世の所産と判断される。

　本土坑はその時期と掘削形態から推して、貯蔵穴の可

能性が考慮される。

25号土坑（第15図、PL. ７）

概要　本土坑は、勾配率31.5％の傾斜地に掘削された小

型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中央部西寄りに在り、61383 ～

61384－-91558 ～ -91559グリッドに位置する。

重複　本土坑は北側に26号土坑と重複するが、本土坑の

方が新しい。なお本土坑と26号土坑の底面高は、0.25ｍ

程本土坑の方が高い。

規模　長さ：0.95ｍ　幅：0.57ｍ　深さ：0.27ｍ

埋土　本土坑は軽石と小礫を含む黒褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ８°Ｅを向く。

　本土坑は隅丸長方形のプランを呈し、底面形は平底を

呈するが、北側に向かってに14°程傾斜する。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかったが、調査面から

推して概ね中世以降の所産と認識される。

　また掘削意図は特定できなかった。

26号土坑（第15図、PL. ７）

概要　本土坑は、勾配率31.5％の傾斜地に掘削された小

型の土坑である。

位置　本土坑は調査区中央部西寄りに在り、61383 ～

61384－-91558 ～ -91559グリッドに位置する。

重複　本土坑は南側に25号土坑と重複するが、本土坑の

方が古い。

規模　長さ：（0.60）ｍ　幅：0.55ｍ　深さ：0.24ｍ

埋土　小礫とローム粒含む黒褐色土で埋没する。

構造　本土坑の主軸はＮ19°Wを向く。

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物

23
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第14ਤ　土坑（４）

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

18号土坑

19号土坑

20号土坑

19・20号土坑

21号土坑 22号土坑

22号土坑
１ ৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲ、খ石をগྔؚΉࠇ

19号土坑
１ ԫᒵ৭ࢁ৭土 （10Ġę3/3）： খ石を多ྔ、Ĉĺ-ĒĲ、地҉ （ཻϩーム）

をগྔ、化ཻをわͣかにؚΉ

20号土坑
１ ৭土（10Ġę3/1）：大型の礫がࠞ在。ϩームཻを多ྔにؚΉࠇ
２ ԫᒵ৭土（10Ġę7/8）：しまりない。ϩームཻ・ϒϩッΫを多ྔにؚΉ

21号土坑
１ ৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。খ石をগྔؚΉࠇ
２ ৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。খ石をগྔؚΉ҉
３ 。৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑありࠇ

খ石をগྔؚΉ

18号土坑
１ ԫᒵ৭ࢁ৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ主ମ。地ࠇ （ཻϩーム）

をগྔؚΉ
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第15ਤ　土坑（５）

　本土坑は۱ؙํܗのϓϥンをఄし、ఈ面ܗは平ఈを

ఄする。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできなかったが、調査面から

ਪして概Ͷ中世Ҏ߱の所産と認ࣝ͞れる。

　また掘ҙਤは特ఆできなかった。

27号土坑（第16ਤ、ėē. ８）

֓ཁ　本土坑は、ޯ13.3ˋのࣼ地に掘͞れた中

型の土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区西部中東دりに在り、61380 ～

61382ʵ-91564 ～ -91566グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かったが、東側に１̼ఔִてて28号土坑がྻにҐஔし

ている。

　͞：1.74̼　෯：1.00̼　ਂ͞：0.32̼ن

ຒ土　খ礫とシルトϒϩッΫؚΉࠇ৭土で埋する。

構　本土坑の主࣠は̣75˃̚をく。

　本土坑は۱ؙํܗのϓϥンをఄし、ఈ面ܗは平ఈを

ఄする。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできなかったが、ͦの主࣠ํ

が、南に1.2̼ఔִてて近する１号畑のαΫの行

に行するํである͜とから、ಉ͡土地੍نにΑる

のと断͞れる͜とから、本土坑中世の所産とఆ͞

れる。

　なお本土坑の掘ҙਤは、時期と֨نからਪして、ஷ

蔵݀のՄੑがྀ͞ߟれる。

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

23号土坑

25・26号土坑

25号土坑
１ ・৭土（10Ġę3/2）： গししまりあり。ന৭ཻ子、ܰ石ࠇ

খ石をগྔؚΉ

23号土坑
１ փ৭土（10Ġę5/1）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土Ň খ石をগྔؚΉ

26号土坑
１ ・৭土（10Ġę3/2）： গししまりあり。ϩームཻ子、খ石ࠇ

ന৭ཻ子をগྔؚΉ
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第16ਤ　土坑（６）

５　ピット

ピット群（第17 ～ 24ਤ、ėē. ９～ 12・18）

֓ཁ　１面では調査区中南部の平坦面に61基のピットの

分布がݟられたが、͜のうち７基は１号掘立柱建物を構

成するのとしてطに報告した。本項では͜れҎ外の54

基と２面での調査であるがࣖುย（64ピット１）が出土

した64号ピットについてड़べる。

Ґஔ・ن・ܗଶ・ओ࣠ํҐ　所在グリッド・ن・ܗ

ଶ・主࣠のきは第４表に記した。

ॏෳ　本ピット群のうち３号ピットと４号ピット、33・

34・46・64号ピットは７号土坑、37号ピットは10号土坑、

51号ピットは12号土坑、53号ピットと54号ピットがॏෳ

するが、４号ピットは３号ピットΑり৽しく、33・34・

46・64号ピットは７号土坑Αりݹい。37号ピットと10号

土坑の৽旧関は特ఆできなかった。51号ピットは12号

土坑Αりݹく、54号ピットは53号ピットΑり৽しい。上

記Ҏ外のピットは他の遺構とのॏෳはݟられなかった。

28号土坑（第16ਤ、ėē. ８）

֓ཁ　本土坑はޯ13.3ˋのࣼ地に掘͞れた大型

の土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区西部中東دりに在り、61381 ～

61383ʵ-91561 ～ -91563グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かったが、西側に近する27号土坑とॎྻに在る。

　͞：2.55̼　෯：1.45̼　ਂ͞：0.49̼ن

ຒ土　খ礫・ϩームؚΉ҉৭土で埋する。

構　本土坑の主࣠は̣76˃̚をく。

　本土坑のϓϥンは۱ؙํܗをఄし、ఈ面ܗは平ఈで

ある。

遺物　本土坑からの遺物の出土はなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできなかったが、西側に近

する27号土坑と主࣠ํが΄΅ಉ͡で、ॎྻに在り、ن

はҟなるが近ࣅした掘ܗଶである͜とから、27号土

坑とಉ༷、おおΉͶ中世の所産としてѲ͞れる。

　また本土坑の掘ҙਤ、27号土坑とಉ༷にஷ蔵݀の

Մੑがྀ͞ߟれる。

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

27号土坑
28号土坑

28号土坑
１ ৭土（10Ġę3/3）： গししまりあり。খ石・ϩームをগྔؚΉ҉

27号土坑
１ ৭土（10Ġę3/2）： গししまりあり。খ石・シルトをগྔؚΉࠇ
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第17図　ピット（１）

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物
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第18ਤ　ピット（２）

ຒ土　֤ピットの断面ਤをࢀর͞れたいが、３～７・

22・55号ピットҎ外のピットの埋土にはĈĺ-ĒĲがแؚ͞

れていた。

構　本ピット群のピットのϓϥンは、ఆ͞れるの

をؚめ、ԁ４ܗ基、ପԁ20ܗ基、ํ１ܗ基、۱ؙํ５ܗ

基、ํ１ܗ基、۱ؙํ７ܗ基、۱ؙ８ܗ基、۱ؙ

६３ܗ基、۱ؙ２ܗ֯ࡾ基、ਫణ２ܗ基、ପԁܗ・

තܗが֤１基であった。

　ఈ面ܗはؙఈが23基、平ఈが15基、ઑఈが８基、ยد

のઑఈが６基あり、27号ピットは平ఈとઑఈが߹わ͞っ

ており、30号ピットはٯತܗをఄしている。なお30号ピッ

トのఈ面ܗは、柱のՙॏにΑる઼ੑมܗとݟられ、͜の

߹の柱のܘは0.12 （̼４ੇ）とݟられる。また33号ピッ

トのఈ部の東西྆壁面から礫がಥ出しており、47号ピッ

トのఈ面にখ礫がݱれている。

　なお、ͦの平面نは８号Ϗットと30号ピットは・

࣠の平ۉが0.40̼Ҏ上とݹ代的なاըをݟせるが、

他のピットは・࣠の平ۉが0.40̼ະຬで多くが

0.30̼ఔҎ下と中世的なنであった。

遺物　本ピット群のうち６号ピットからはチϟートのണ

ย、47号ピットからは鉄滓が出土し、64号ピットからは

ࣖುย（１）の出土がݟられたが、他のピットからの遺

物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本ピット群のピットの多くは、埋土にĈĺ-ĒĲがؚ

まれており、Ĉĺ-ĒĲがؚ༗しないピットͦのنが中

世的である͜とからਪして、本ピット群のピットはいͣ

れ中世の所産と思ྔ͞れる。

　また本ピット群の༻్は30号ピットがఈ面ܗから柱݀

と認ࣝ͞れるのの、他のピットの掘ҙਤを特ఆする

͜とはできなかった。なおఈ面ܗがઑఈである１・12・

24・26・45・52・56・60号ピットは、ߌのଧ設ࠟのՄ

ੑがある。

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

１号ピット ２号ピット ３・４号ピット ５号ピット

22号ピット 51号ピット 56号ピット６・７号ピット

１号ピット
１ ৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。しまりগしあり。খ石をগࠇ

ྔؚΉ

２号ピット
１ ৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石・ϩームをগྔ҉

ؚΉ

３号ピット
৭土（10Ġę2/2）：গし೪ੑあり。ϩームཻ子をؚΉࠇ　１

４号ピット
৭土（10Ġę3/2）：しまりগしあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

５号ピット
৭土（10Ġę3/2）：গし೪ੑあり。ܰ石・খ石をগྔؚΉࠇ　１

６号ピット
৭土（10Ġę3/2）：しまりগしあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

７号ピット
৭土（10Ġę3/2）：しまりগしあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

22号ピット
৭土（10Ġę3/2）：しまりগしあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

51号ピット　
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

56号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑしまりあり。খ石をগྔؚࠇ　１

Ή
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17 号ﾋﾟｯﾄ
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31 号ﾋﾟｯﾄ

33 号ﾋﾟｯﾄ

34 号ﾋﾟｯﾄ

35 号ﾋﾟｯﾄ

45 号ﾋﾟｯﾄ

46 号
ﾋﾟｯﾄ

47 号
ﾋﾟｯﾄ

52 号ﾋﾟｯﾄ

57 号ﾋﾟｯﾄ

53 号ﾋﾟｯﾄ54 号ﾋﾟｯﾄ

29 号ﾋﾟｯﾄ

10 号土坑
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第19図　ピット（３）

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物
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1

̖ ̖˄ēĄ407.70m
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1

̖ ̖˄ēĄ407.70m

1

̖ ̖˄ēĄ408.00m

1 ĚĚ

̖ ̖˄ēĄ407.70m

1

̖ ̖˄ēĄ407.60m

第20ਤ　ピット（４）

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

８号ピット ９・10号ピット 14号ピット11・12号ピット

16号ピット 17・18号ピット 20号ピット 21号ピット

23号ピット 24号ピット 25号ピット 26号ピット

33号ピット28号ピット 31号ピット 34号ピット

８号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

９号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

10号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

11号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

12号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

14号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

16号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

17号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

18号ピット
৭土（10Ġę3/4）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。しまりগしあり。খ石をগ҉　１

ྔؚΉ

20号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

21号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

23号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ
２　にͿいԫ৭土（10Ġę6/4）：ϩームࠞ土

24号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

25号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

26号ピット
৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ

28号ピット
。৭土（10Ġę2/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。೪ੑあり、গししまりありࠇ　１

খ石をগྔؚΉ

31号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚࠇ　１

Ή

33号ピット
৭土（10Ġę2/2）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

34号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ



1

̖ ̖˄ēĄ407.90m

1

̖ ̖˄ēĄ407.70m

1

̖ ̖˄ēĄ407.70m

1

̖ ̖˄ēĄ407.80m

1

Ě

̖ ̖˄ēĄ407.80m

12
3

̖ ̖˄ēĄ407.80m

11

̖ ̖˄ēĄ408.00m

54 号űƅŕŪ
53 号űƅŕŪ 1

̖ ̖˄ēĄ407.80m

̌ １̼１ : 401

̖ ̖˄ēĄ407.60m

̌ 10ᶲ１ : ３

第21ਤ　ピット（５）と64号ピット出土遺物

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

53・54号ピット

37号ピット 45号ピット 46号ピット35号ピット

47号ピット 52号ピット 57号ピット

64号ピット

64号ピット

35号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

37号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

45号ピット
ԫᒵ৭土（ϩーム）、খ石をؚΉࢁ৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲ、地҉　１

46号ピット
ԫᒵ৭土（ϩーム）、খ石をؚΉࢁ৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲ、地҉　１

47号ピット
ԫᒵ৭土（ϩーム）、খ石をؚΉࢁ৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲ、地҉　１

52号ピット
１　にͿいԫ৭土（10Ġę5/4）：ϩーム土。ࠇ৭土ࠞ͡り
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　２
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　３

53号ピット
৭土（10Ġę3/4）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গししまりあり。খ石をগྔؚΉ҉　１

54号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

57号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉ。鉄分のٖ集ࠇ　１

あり

64号ピット
৭土（10Ġę3/2）：গし೪ੑあり。ϩームཻ子ؚΉࠇ　１

１
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13 号土坑

17 号土坑

1号溝

1号土壙墓ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

1 掘
P7

1 掘
P4

27 号ﾋﾟｯﾄ

29 号ﾋﾟｯﾄ

30 号ﾋﾟｯﾄ
38 号ﾋﾟｯﾄ

39 号ﾋﾟｯﾄ
40 号ﾋﾟｯﾄ

41 号ﾋﾟｯﾄ

42 号ﾋﾟｯﾄ

43 号ﾋﾟｯﾄ

44 号ﾋﾟｯﾄ

48 号ﾋﾟｯﾄ

55 号ﾋﾟｯﾄ

58 号ﾋﾟｯﾄ
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第22図　ピット（６）

第３章　発見された遺構と遺物
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第23ਤ　ピット（７）

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

40号ピット 41号ピット 42号ピット

43号ピット 44号ピット

27号ピット 29号ピット 30号ピット 38号ピット

39号ピット

48号ピット 55号ピット

58号ピット

27号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。খ石をগྔؚΉࠇ　１
৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土҉　２

29号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

30号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

38号ピット
৭土（10Ġę3/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。খ石をগྔؚΉ。গし೪ੑࠇ　１

あり

39号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

40号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

41号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。しまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

42号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গししまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

43号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

44号ピット
৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり、しまりあり。খ石をࠇ　１

গྔؚΉ

48号ピット
৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土主ମ。খ石をগྔؚΉ҉　１

55号ピット
৭土（10Ġę2/2）：ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ　１

58号ピット
৭土（10Ġę2/2）：Ĉĺ-ĒĲ・ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔࠇ　１

ؚΉ
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61 号ﾋﾟｯﾄ

60 号ﾋﾟｯﾄ

59 号ﾋﾟｯﾄ
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第24図　ピット（８）

第３章　発見された遺構と遺物
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59号ピット

60号ピット

61号ピット

④

59号ピット
１　黒褐色土（10YR3/2）：As-Kk混土。小石を少量含む。鉄分の擬集、水分

による変色（赤）あり

60号ピット
１　黒褐色土（10YR3/1）：As-Kk混土。小石を少量含む。鉄分の擬集あり

61号ピット
１　黒褐色土（10YR2/3）：AS-Kk混土。粘性あり、少ししまりあり。小石を

少量含む
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̖ ̖˄

6 号土坑

 37
9

-55
6

1
2

Ě Ě
Ě

Ě

̖ ̖˄ēĄ407.90m

6 号土坑

̌ 10ᶲ１ : ３

̌ 10ᶲ１ : ４

第25ਤ　１号集石と出土遺物

６　集石

１号集石（第25ਤ、ėē. ８・18）

֓ཁ　本遺構は大型の土坑状の掘りࠐΈに、大খの礫が

͞غれた遺構であるが、南東部は６号土坑にյ͞れて

全༰はѲ͞れなかった。

Ґஔ　本遺構は調査区中南部の平坦面の西近くに在

り、61377 ～ 61378ʵ-91555 ～ -91557グリッドにҐஔす

る。

ॏෳ　本遺構は６号土坑とॏෳするが、本遺構のํがݹ

い。

̼　͞：（1.64）ن 　෯：1.54̼　ਂ͞：0.32̼

ຒ土　ఈ面近くにܰ石ؚΈしまりあるにͿいԫ৭土、

上ҐにĈĺ-ĒĲと礫がೖるփԫ৭土で埋する。

構　本遺構の主࣠は̣80˃̬をく。

　上ड़のΑうに本遺構の全༰はৄらかでないが、本遺構

のϓϥンは۱ؙ६ܗをఄし、ఈ面ܗは平ఈ状をఄする。

　本遺構には͞0.41̼、෯0.30̼、厚͞0.10̼を測る

൘状の礫を࠷大ののとして30ݸఔの礫が、南北1.1̼、

東西1.0̼ఔのൣғに、0.28̼͞ߴఔの間にೖっている。

遺物　本遺構からは石ӓ（１）、Ꮟ石（２）、ଧ製石佁のະ

製、鉄滓９が出土した。

ॴݟ　本遺構の時期は埋土にĈĺ-ĒĲがؚまれている͜と

から、おおΉͶ中世の所産と認ࣝ͞れる。

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

１号集石

１号集石
１　փԫ৭土（10Ġę4/2）：Ĉĺ-ĒĲܰ石・খ石・খ礫をগྔؚΉ
２　にͿいԫ৭土（10Ġę5/4）：しまりあり。ཻࡉന৭ܰ石、ԫᒵ৭ཻ

をগྔؚΉ

１

２

（1/4）



０ １ｍ１ : 40

Ａ Ａ′

42 号ﾋﾟｯﾄ

41 号ﾋﾟｯﾄ

39 号ﾋﾟｯﾄ

48 号ﾋﾟｯﾄ

44 号ﾋﾟｯﾄ

43 号ﾋﾟｯﾄ

1 号土擴墓

ｶｸﾗﾝ
ｶｸﾗﾝ

 387-540

1

Ａ Ａ′L=407.80m

第26図　１号溝

７　溝

１号溝（第26図、PL. ８）

概要　本溝はく字状に走行する小型の溝遺構である。

　南側は調査区外に出るため、全容は詳らかにできな

かった。

位置　本溝は調査区中南部の平坦面の東端付近に位置

し、61383 ～ 61386－-91540 ～ -91541グリッドに所在す

る。

重複　本溝は１号土壙墓と重複関係にあるが、新旧関係

は特定できなかった。

規模　確認長：3.38ｍ　幅：0.44ｍ　深さ：0.15ｍ

〔主軸方位〕Ｎ０°

埋土　本溝はAs-Kkと小礫を含み粘性少しある暗褐色土

で埋没する。

構造　本溝は南側からＮ20°W方向で調査区に入り、直

ぐＮ12°Wに走行を転じて直線的に走行する。

掘削形態は箱堀状を呈すし、底面形は平底状を呈する。

また溝底面は3.6％とわずかな勾配で北側に向かう。

遺物　本溝からの出土遺物は得られなかった。

所見　本溝の時期は埋土にAs-Kkが含まれることから、

おおむね中世の所産と認識される。

　本溝に流水の痕跡は確認できず、掘削意図も特定でき

なかった。

第３章　発見された遺構と遺物
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１号溝

１号溝
１　暗褐色土（10YR3/4）：As-Kk混土。少し粘性あり。小石を少量含む

II:/¥O  

I I ( □//。 0

x
/
 

。



̖ ̖˄

αΫᶃ

αΫᶄ
αΫᶅ αΫᶆ

αΫᶇ
αΫᶈ

 377-564

1
1

Ě

1
̖ ̖˄ēĄ406.50m

̌ １̼１ : 40

第27ਤ　１号畑

８　畑

１号畑（第27ਤ、ėē.12・13）

֓ཁ　本畑は６のαΫから成るのであるが、ͦのҰ

部を調査したにա͗ないのと思ྔ͞れる。またͦれͧ

れのαΫはఈ部近がଘしているにա͗ͣ、աはࣦ

われている。

　なお、αΫは西側からαΫᶃ、αΫᶄとαΫᶈまでの

番号をした。

Ґஔ　本畑は調査区西部の中東دりに在り、61376 ～

61379ʵ-91563 ～ -91566グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本畑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かった。

ʤ全ମʥུن 東西：2.53̼　ུ南北：3.1̼

ʤαΫᶃʥ͞：0.95̼　෯：0.20̼　ਂ͞：0.04̼

ʤαΫᶄʥ͞：1.85̼　෯：0.32̼　ਂ͞：0.04̼

ʤαΫᶅʥ͞：2.76̼　෯：0.37̼　ਂ͞：0.05̼

ʤαΫᶆʥ͞：1.90̼　෯：0.30̼　ਂ͞：ʵ̼

ʤαΫᶇʥ͞：2.05̼　෯：0.28̼　ਂ͞：0.04̼

ʤαΫᶈʥ͞：1.92̼　෯：0.23̼　ਂ͞：0.05̼

ʤαΫ間ʥαΫᶃ・ᶄ間：0.50̼

　　　　αΫᶄ・ᶅ間：0.40̼

　　　　αΫᶅ・ᶆ間：0.38̼

　　　　αΫᶆ・ᶇ間：0.45̼

　　　　αΫᶇ・ᶈ間：0.45̼

ຒ土　本畑のαΫはĈĺ-ĒĲとখ礫をؚΈগししまりのあ

る҉৭土で埋する。

構　上ड़のΑうに本畑のαΫは、ͦのఈ部近を確認

できたにա͗ないため、ͦの全༰はৄらかでないが、֤

αΫの行のํは、αΫᶃは̣22˃̬、αΫᶄは̣９

˃̬で北のΈ̣27˃̬、αΫᶅの南は̣２˃̬、北

は̣12˃̬、αΫᶆは̣10˃̬、αΫᶇは̣15˃̬、

αΫᶈは̣９˃̬で、北は̣̌˃であり全ମ的には北

北西ʵ南南東をく。

　ͦれͧれのαΫはઢ的に掘͞れているが、αΫᶅ

はٯく字状をఄし、αΫᶄの北は西側、αΫᶈの北

は東側にく。掘ܗଶは箱ງ状をఄするのと思ྔ͞

れ、αΫ෯の平ۉは0.28̼を測りఈ面ܗは平ఈ状をఄす

る。

　αΫ間は0.38 ～ 0.5̼を測り、ͦの平ۉは0.44̼で

あった。

遺物　本畑からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本畑の時期は埋土にࠞೖするςϑϥからਪして、

おおΉͶ中世の所産と断͞れる。

　また本畑の作物等を特ఆする͜とはできͣ、畑のൣғ

を特ఆする͜とできなかった。

９　廃滓

１号廃滓（第28・29ਤ、ėē.13・18）

֓ཁ　本廃滓は鉄滓が多く分布したため、ͦの分布ൣғ

を西北西ʵ東南東ํに10.4̼、東北東ʵ西南西ํに

6.3̼の۱ؙํܗの区ըをൣғとして、鉄滓をऔり上

͛た。

第１અ　１面（中世Ҏ߱）の遺構と遺物

��

１号畑

１号畑
・৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গししまりあり。Ĉĺ-ĒĲ҉　１

খ石をগྔؚΉ
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第28ਤ　１号廃滓

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

１号廃滓
৭土（10Ġę3/3）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土҉　１
。৭土（10Ġę2/3）：やや೪ੑありࠇ　２

地ࢁԫᒵ৭ （ཻϩーム）をগྔؚΉ
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第29図　１号廃滓出土遺物

第３表　１号廃滓出土鉄滓重量（羽口４点含む） 第４表　２号廃滓出土鉄滓重量

　なお、本廃滓は製鉄遺構やその痕跡を明らかにするこ

とはできなかった。

位置　本廃滓は調査区北西部の、谷地形の谷頭に相当

する箇所で確認された。取上げ用グリッド設定範囲は

61369 ～ 61380－-91571 ～ -91580グリッドに所在する。

重複　本廃滓と他の遺構との重複は見られなかった。

取上げ用グリッド範囲　長：10.0ｍ　幅：6.0ｍ

〔グリッド方位〕Ｎ28°W

取上げ層位　本廃滓はAs-Kkを含む暗褐色土から取り上

げた。

鉄滓分布範囲　鉄滓は、取上げ用グリッド北北西－南南

東ライン中心線両側の19 ～ 27・54グリッドと28 ～ 36・

55グリッド、および南西部の４グリッド、南部やや東寄

りの39・40グリッド、北東部の44・45・56・52・53グリッ

ドから取り上げた。

鉄滓　鉄滓は575点、13377.8gが出土した。このうちメ

タル反応のある鉄滓は23点2518.1gであった。取上げた

鉄滓のデータは第３表に記した。

所見　本廃滓の鉄滓取上げ層位にAs-Kkが含まれること

から、本廃滓はおおむね中世の所産と認識される。

　本廃滓出土の鉄滓は、製鉄関連遺構に起因するものと

思量されるが、製鉄遺構本体は確認されていない。

２号廃滓（第30図、PL.14・18）

概要　本廃滓は鉄滓が分布したため、その分布範囲を隅

丸長方形の区画を範囲として、鉄滓を取り上げた。

　なお本廃滓も、製鉄遺構やその痕跡を明らかにするこ

とはできなかった。

位置　本廃滓は調査区中南部の、平坦面北端谷で確認

した。取上げ用グリッド設定範囲は61385 ～ 61389－

-91551 ～ -91554グリッドに位置する。

重複　本廃滓と他の遺構との重複は見られなかった。

取上げ対象範囲　南北方向：4.0ｍ　東西方向：3.4ｍ

〔グリッド方位〕Ｎ０°

取上げ層位　本廃滓はAs-Kkと少量の小礫を含む黒褐色

土を中心に、黒褐色土とロームの混土から取り上げた。

鉄滓分布範囲　鉄滓は、取上げ対象範囲の中北部、

61386～61388－-91552～-91554グリッドの南北1.28ｍ、

東西1.68ｍの範囲で位置を記録して取り上げた。

鉄滓　鉄滓は17点、1399.2gが出土した。このうちメタ

ル反応のある鉄滓は３点47.9gであった。取上げた鉄滓

と重量等は第４表に記した。

所見　本廃滓の鉄滓取上げ層位にAs-Kkが含まれること

から、本廃滓もおおむね中世の所産と認識される。

　本廃滓出土の鉄滓も、製鉄関連遺構に起因するものと

思量されるが、製鉄遺構本体は確認されていない。

第１節　１面（中世以降）の遺構と遺物

39

グリッド 重量 グリッド 重量 グリッド 重量 グリッド 重量
4 3 g 25 1,400 g 33 1,421 g 45 11 g
6 8 g 26 1,311 g 34 308 g 52 6 g
19 1 g 27 861 g 35 639 g 53 65 g
20 16 g 28 241 g 36 445 g 54 339 g
21 389 g 29 62 g 39 17 g 55 485 g
22 100 g 30 251 g 40 13 g 56 27 g
23 1,651 g 31 187 g 43 160 g 57 106 g
24 240 g 32 2,138 g 44 3 g

グリッド 重量 グリッド 重量
1 43 g 9 88 g
2 51 g 10 17 g
3 226 g 11 130 g
4 18 g 12 236 g
5 86 g 13 223 g
6 32 g 14 78 g
7 16 g 15 68 g
8 56 g 16 11 g

１号廃滓 

１（1/1）刈（！
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第31ਤ　１面遺構外出土遺物

第30ਤ　２号廃滓と出土遺物

10　遺構外の出土遺物（第31ਤ、ėē.14・18）

　１面では遺構外の出土遺物散͞ݟれたが、本項では

中世Ҏ߱の出土遺物のΈを報告し、ݹ代Ҏ前の出土遺物

については２面の遺構外の遺物としてޙड़する。

　１面の遺構外の出土遺物としては時期は特ఆできな

かったが、ݹから平安時代の土師器ย３ย（15.3̶）、

中世の所産とݟられるࣖು２ย（１・２）があった。͜

の΄か、近世の陶磁器ย５ยの出土がݟられた。

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

２号廃滓ç

２号廃滓
１ ৭土（10Ġę3/1）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গししまりあり。খ石をগྔؚΉࠇ
２ ৭土（10Ġę3/2）：ϩームࠞ土。গし೪ੑあり。礫をগྔؚΉࠇ
３ ৭土（10Ġę2/2）：Ĉĺ-ĒĲࠞ土。গし೪ੑあり。খ石をগྔؚΉࠇ

１（1/2）

１

２
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第32図　調査区１区２面全体図

第２節　２面（縄文～平安時代）の

　　　　　　　　　　遺構と遺物

１　２面の調査概要

　２面の調査区の地形は１面と大差ないが、西部の谷地

形は深くなり、南側に明確に伸びている。また中南部の

平坦面は西側の勾配率6.5％の冠球状を呈する部分と、

東側の勾配率4.8％とほぼ平坦な箇所があり、両者の間

は勾配率12.8％程の緩傾斜が在る。

　２面は縄文時代から平安時代の調査面として、黄橙色

土（標準Ⅸ層）上面を確認面として発掘調査を実施した。

２面では西側平坦面にピット６基（このうち64号ピット

は１面にて報告済）、東側の平坦面にピット１基、東西

の平坦面の間の緩傾斜部分に土坑２基とピット２基、西

側の平坦面の北北東側斜面に土坑１基を調査した。２面

の遺構は縄文～平安時代のもので、時期特定できた遺構

は個々にその時期を記した。

第２節　２面（縄文～平安時代）の遺構と遺物

41
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第33ਤ　24・29・30号土坑

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かった。

　͞：1.24̼　෯：1.08̼　ਂ͞：0.32̼ن

ຒ土　খ礫とϩームؚཻΈやや೪ੑあるࠇ৭土で埋

する。

構　本土坑の主࣠は̣61˃̚をく。

　本土坑のϓϥンは۱ؙܗをఄし、ఈ面は平ఈをఄす

る。

遺物　本土坑からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできͣ、掘ҙਤ特ఆでき

なかった。

30号土坑（第33ਤ、ėē.15）

֓ཁ　本土坑はখ型の土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区中西部、西側平坦面北西側のࣼ面

中、１面の28号土坑北東۱部に掘͞れている。61383

ʵ-91561 ～ -91562グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かった。

　͞：0.72̼　෯：0.55̼　ਂ͞：0.63̼ن

ຒ土　ϩーム・খ礫ؚΈগししまりある҉৭土で埋

する。

構　本土坑の主࣠は̣47˃̬をく。

２　土坑

24号土坑（第33ਤ、ėē.15）

֓ཁ　本土坑はখ型の土坑である。

Ґஔ　本土坑は調査区中南部の東西平坦面間の؇ࣼ面に

在り、61387ʵ-91544 ～ -91545グリッドにҐஔする。

ॏෳ　本土坑は୯ಠで在り、他遺構とのॏෳはݟられな

かった。

　͞：0.69̼　෯：0.62̼　ਂ͞：0.32̼ن

ຒ土　ܰ石・খ礫・ന৭ϩームؚཻΉࠇ৭土で埋す

る。

構　本土坑の主࣠は̣78˃̚をく。

　本土坑のϓϥンは۱ؙํܗをఄし、壁面からఈ面の

。ଶはؙఈ状をఄするܗ

遺物　本土坑からの遺物の出土はݟられなかった。

ॴݟ　本土坑の時期は特ఆできなかった。

　また掘ҙਤ特ఆできなかった。

29号土坑（第33ਤ、ėē.15）

֓ཁ　本土坑は中型の土坑である。

Ґஔ　本土坑調査区中南部の東西平坦面間の؇ࣼ面に

在り、61384 ～ 61385ʵ-91548 ～ -91549グリッドにҐஔ

する。

第３ষ　発͞ݟれた遺構と遺物

��

24号土坑
29号土坑 30号土坑

24号土坑
１ ৭土（10Ġę2/2）： ೪ੑあり。ന৭ࠇ

ϩームཻ子、ܰ石・খ石をগྔؚΉ
29号土坑
１ ৭土（10Ġę3/1）： গし೪ੑあり。ϩーࠇ

ムཻ子、খ石をগྔؚΉ

30号土坑
１ 。৭土（10Ġę3/3）： গししまりあり҉

ϩーム・খ石をগྔؚΉ
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68 号ピット

6号土坑
（1面）
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1 区
①

②

③
④

第34図　68号ピット

　本土坑のプランは隅丸長方形を呈し、底面は斜面上位

（南東）側に傾く尖底を呈する。

遺物　本土坑からの遺物の出土は見られなかった。

所見　本土坑の時期は特定できなかった。

　また掘削意図も特定できなかったが、土坑の規模に対

して掘削は深い。

３　ピット

ピット群（第34 ～ 36図、PL.15・16）

概要　２面では調査区中南部の西部平坦面に６基、東部

平坦面に１基、東西両平坦面間の緩傾斜部分に２基の合

わせて９基のピットの分布が見られた。しかし、このう

ち64号ピットは内耳鍋が出土したことから１面のピット

と併せてすでに報告したため、本項では62・63・65 ～

70号ピットの８基のピットについて報告する。

位置・規模・形態・主軸方位　所在グリッド・規模・形

態・主軸の向きは第４表に記した。

重複　本ピット群の各ピットはそれぞれ単独で在り、他

の遺構との重複は見られなかった。

埋土　各ピットの断面図を参照されたい。

構造　本ピット群のピットのプランは、円形１基、楕円

形３基、隅丸長方形１基、隅丸台形３基あった。

　底面形は丸底が３基、平底が２基、尖底が２基、片寄

の尖底が１基あった。

　また断面観察から、62号ピットで北壁に沿って径0.10

ｍ以上の柱が立てられ、67号ピットで中央に径0.06 ～

0.10ｍの柱が立てられていたものと思量される。

　なお、その平面規模はいずれも中世的な規格であった。

遺物　本ピット群の各ピットからの遺物の出土は見られ

なかった。

所見　本ピット群の各ピットは小型の中世的な規格のも

のであったが、時期の特定には至らなかった。

　また本ピット群の用途は土層断面観察から62・67号

ピットは柱穴であったものと認識される。また69・70号

ピットは、底面形が尖底であるため、杭の打設痕の可能

性がある。これ以外のピットの用途については、想定す

ることはできなかった。

第２節　２面（縄文～平安時代）の遺構と遺物
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①

68号ピット
１　黒褐色土（10YR3/2）：少し粘性あり。ローム・小石を少量含む
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62号ピット

63号ピット

65号ピット

66号ピット

②

67号ピット 70号ピット

③

62号ピット　
１　にぶい黄褐色土（10YR5/3）：ローム土
２　暗褐色土（10YR3/3）：少ししまり粘性あり。ローム粒子、小石を少量含む

63号ピット　
１　黒褐色土（10YR3/2）：少し粘性あり。白色粒子、小石を少量含む

65号ピット　
１　黒褐色土（10YR3/1）：少ししまりあり。ローム粒子、小石を少量含む

66号ピット　
１　黒褐色土（10YR3/1）：少し粘性あり。ローム粒子、小石を少量含む

67号ピット
１　黒褐色土（10YR2/1）：少し粘性あり。ローム粒子、小石を少量含む
２　黒褐色土（10YR2/2）：ローム粒子、小石を少量含む
３　暗褐色土（10YR3/4）： ローム混土。少し粘性あり。小石を少量含む

70号ピット
１　黒褐色土（10YR3/4）：ローム粒・ブロック、小石を少量含む
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第36図　69号ピット

第37図　２面遺構外出土遺物

４　遺構外の出土遺物（第37図、PL.16・18・19）

　本項では２面の遺構を除く、中世以降として把握した

１面の遺構および遺構外出土の遺物も含め、２面の時期

とする縄文時代から平安時代にかけての時期の出土遺物

を、２面の遺構外の遺物として報告する。

　縄文時代の遺物で図示したものでは縄文土器深鉢片が

６片があるが、前期関山Ⅰ式古段階のものが１片（１）、

中期の勝坂２式のものが１片（２）、加曽利Ｅ１式のもの

が２片（３・４）、後期の加曽利Ｂ２式のものが２片（５・

６）あり、ほかに後期加曽利Ｂ２式の浅鉢片（７）と同じ

く鉢と思われるものの破片１片（８）があった。このほか

中期勝坂２式が１片、加曽利Ｅ１式が２片、加曽利Ｅ３

式が１片出土している。また中期勝坂２式の縄文土器片

を転用した土製円盤（９）が見られ、石器で図示したもの

では黒曜石製の石錐（10）があり、黒曜石片４点、チャー

ト片１点、安山岩片１点、打製石斧の未製品１点の出土

が見られた。

　弥生土器では中期前半の所産と見られる甕の破片１片

（11）が出土している。

　また古墳時代の所産の可能性を有する土師器壺片１片

（12）と須恵器甕片１片（13）の出土が見られた。
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④

69号ピット　
１　褐灰色土（10YR5/1）しまりない。小石・ローム

ブロックを少量含む
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第38図　確認調査トレンチ配置図

第３節　旧石器確認調査

１　２面下の確認調査の概要（第38図、PL.17）

　２面の調査終了に伴い、旧石器時代の遺物の有無等の

確認調査を実施した。

　確認調査はトレンチ掘削により実施し、西側尾根の傾

斜地に２本（１・２トレンチ）、北西隅の谷地部分に１本

（３トレンチ）のトレンチを設定した。また２面の東部平

坦面の北東斜面の谷地部分に１本のトレンチ（４トレン

チ）、調査区北東隅部に２本のトレンチ（５・６トレンチ）

を設定した。１トレンチは長さ4.8ｍ、幅0.6ｍで東北東

－西南西方向に掘削し、２トレンチは長さ9.6ｍ、幅2.0

ｍで東北東－西南西方向に掘削した。３トレンチは長さ

10.3ｍ、幅1.4ｍで北東－南西方向に掘削し、４トレン

チは長さ14.2ｍ、幅1.4ｍで東北東－西南西方向に掘削

した。５トレンチは長さ4.8ｍ、幅1.1ｍ、６トレンチは

長さ4.6ｍ、幅1.4ｍに、共に北西－西西方向に1.3ｍ離

して並列する位置に設定して掘削した。

　また県保護課による試掘調査トレンチも第38図に図示

したが、２面の西部平坦面から東西平坦面間の斜面にか

けてと、調査区西端縁に沿って掘削されている。

２　確認調査の成果

　旧石器確認調査では、遺構・遺物を確認することはで

きなかった。

　これにより、本遺跡の発掘調査は完了した。

第３章　発見された遺構と遺物
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１号旧石器トレンチ
Ⅶ　灰黄褐色土（10YR5/2）細粒の黄橙色粒、明黄褐色粒を含む
Ⅷ　黄褐色土（10YR5/6）黄橙色粒・ブロックを含む。しまり弱い
Ⅸ　にぶい黄褐色土（10YR4/3）細粒白色粒、黄橙色粒を少量含む
Ⅹ　暗褐色土（10YR3/4）褐灰色粘質土ブロックを含む。やや粘性あり
ⅩⅦ　褐色土（10YR4/4）礫を多量に含む。粘質黒色土ブロックを含む

１号旧石器トレンチ

／ 

|
‘
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第１節　出土骨の鑑定委託

１　自然科学分析資料

　厚田橋詰遺跡１号土壙墓の所謂中世土壙墓の埋葬形態

を呈する出土骨について、鑑定を依頼した。

２　自然科学分析の目的

　１号土壙墓出土人骨については形質人類学的検討を行

い、鑑定要件は、年齢・性別・病歴などを明らかにする

こととした。

３　自然科学分析の委託

　出土人骨の鑑定は、当事業団内での実施には知見が不

足しているため、外部委託することが適当と判断し、新

潟医療福祉大学人類学研究所（奈良貴史教授）に鑑定を委

託した。

４　分析の成果

　１号土壙墓出土骨は１体分の人骨であったが、遺存状

態は不良であり、確認できた頭蓋骨および四肢骨片の多

くは破片化した状態にあった。また歯牙はエナメル質部

分15本を確認したが全て永久歯であった。

　年齢は頭蓋骨の縫合の閉塞状況と歯牙の咬耗から推定

した。頭蓋骨の縫合は外板は閉じていないものの内板は

閉鎖しており、一方歯牙の咬耗は２～４度で全体的に著

しい咬耗は見られなかった。こうしたことから１号土壙

墓出土人骨は熟年（40 ～ 59歳）程度の可能性が高いとい

う所見を得た。

　性別については歯冠（エナメル質部分）の計測値から推

して、男性の可能性が高いと判断されている。

　歯牙の齲歯は15本中１本と齲歯率は低く、群馬県の中

近世の状態に踏襲されていた。また乳幼児期に栄養不良

などの影響が考えられるエナメル質減形成は、歯牙15本

中11本に認められた。

第２節　群馬県東吾妻町厚田橋詰遺

跡から出土した人骨の人類学的報告

１．はじめに

　群馬県東吾妻町に所在する厚田橋詰遺跡の2022年発掘

調査において，中世に相当すると思われる１号土壙墓よ

り人骨が出土した．本稿はそれらの人類学的報告である．

２．方法

　 年齢は，頭蓋縫合の閉塞状況（瀬田・吉野，1990；

White　et　al，2012）， 歯 の 形 成・ 萌 出 状 況（Smith，

1991；Ubelaker，1999）に基づいて推定した．年齢段階

の表記は，乳児（0 ～１歳），幼児１～６歳），小児（６～

14歳），若年（15 ～ 19歳），壮年（20 ～ 39歳），熟年（40

～ 59歳），老年（60歳以上）とした．

　 歯の計測は藤田（1949）に準拠した．歯の咬耗度は

Molnar（1971）の８段階の分類，齲蝕はWHO（2013）の区

分（C1：齲蝕がエナメル質に限局する，C2：齲蝕が象牙

質にまで達しているが歯髄には達していない，C3：齲蝕

が歯髄にまで達している，C4：齲蝕のため歯冠がほとん

ど崩壊している），エナメル質減形成の有無は山本（1988）

の基準に従った．

　同定できた歯は次の通り歯式に表記した（Ｉ：切歯，Ｃ：

犬歯，Ｐ：小臼歯，Ｍ：大臼歯，数字：同一歯種内での

順位）．歯式の水平線は上下顎の境界，垂直線は左右の

境界を表し，向かって左側が個体の右側に対応する．歯

種の上下にMolnar（1971）の咬耗度を示した．齲蝕を認

めた歯は網掛けにし，齲蝕の程度を歯式に併記した．エ

ナメル質減形成を認めた歯は外枠で囲んだ．

３．人骨所見（第5表，写真図版１）

【遺存状況】出土状況写真から，人骨は頭骨を北側に，下

肢骨を南側に膝を折り曲げた屈葬と思われる状態で出土

した．遺存状態はきわめて不良であり，骨は脆く細片化

が著しい．頭骨片，四肢骨片が多数残存する．検出され
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た15本の歯はすべて永久歯であり，歯根部を欠損し，エ

ナメル質部分のみが遺存する．歯種に重複が認められな

いことから，１個体分の埋葬と考えられる．同定できた

歯は以下の歯式の通りである．すべて遊離歯である．

　上顎右第２小臼歯の遠心面にエナメル質に限局する齲

蝕が確認された．また，残存歯15本中11本にエナメル質

減形成が認められた（73.3%）．

【年齢】下顎右第３大臼歯の萌出が完了していることか

ら，少なくとも18歳以上である．さらに，観察できた頭

骨片の頭蓋縫合（写真図版１－Ｂの矢印部分）は，外板は

閉じていないが内板は閉じていることから，成人段階で

も壮年期の可能性は低いものと思われる．また，歯の咬

耗状態は象牙質が僅かに露出する程度の３度の割合が多

く，下顎左側切歯のみ象牙質の露出がさらに進行する４

度を示すものの，大臼歯部においては下顎左第１大臼歯

および同右第３大臼歯は象牙質の露出には至らない２度

を呈しており，全体的に著しい咬耗の進行は認められな

い．よって，老年段階に達していた可能性は低いものと

思われる．以上より，本個体の年齢は熟年程度の可能性

が高いと考えられる．

【性別】性別の推定に有効な部位が遺存していないが，同

定できたすべての歯の歯冠計測値において，近遠心径お

よび唇・頬舌径ともに，上顎右側切歯の近遠心径を除

き，中世の男性平均値（Matsumura，1994；Nagaoka　and　

Hirata，2006）よりも大きいか同程度である（第5表）．

したがって，本個体は歯冠の大きさから判断する限り，

男性の可能性が高いと思われる．

【頭骨片・四肢骨片】本個体の骨の遺存状況はきわめて不

良であり，全体的に骨は脆く，細片化が著しい．したがっ

て，骨の計測および観察に耐え得る部分は認められず，

部位同定はきわめて困難であった．頭骨においては頭蓋

縫合を観察できた箇所が１点確認できたが，頭蓋三主縫

合（冠状縫合・矢状縫合・ラムダ縫合）のいずれであるか

は不明である．四肢骨においても長管骨の形状を留める

ものは遺存せず，ほとんど著しく破片化した状態である．

【歯の齲蝕】本個体の齲歯数は残存歯15本中１本であり，

齲歯率（齲歯数/総歯数）は6.6%である．佐倉（1964）によ

れば，関東地方における日本人の齲歯率は，鎌倉時代人

5.5%（鎌倉材木座：147本/2669本），室町時代人14.6%

（東京丸の内：80本/548本），江戸時代人19.2%（江戸府

内深川雲光院：123本/638本）・20.3%（同浄心寺：108

本/530本）と次第に増加し，中世の齲歯率は近世よりも

低いことが報告されている．

　また，近世の江戸近郊の農村部遺跡における齲歯率

は，お寺山遺跡（埼玉県鶴ヶ島市）0.8%（４本/495本）

（Sakura，1985），受地だいやま遺跡（神奈川県横浜市）

5.7%（31本/538本）（森本ほか，1986），広袴・向遺跡（東

京都町田市）4.2%（７本/164本）（森本・平田，1991），

南養寺遺跡（東京都国立市）1.8%（４本/211本）（梶ヶ山・

馬場，1995）のように，江戸府内と比べて低い傾向を示す．

　群馬県における中・近世人骨の齲歯率についても，こ

れまで上ノ平Ⅰ遺跡6.4%（９本/140本）（楢崎，2008），

石 川 原 遺 跡（ ２）0.7 %（ ２ 本/263本 ）（ 奈 良・ 佐 伯，

2020），吉ヶ谷津遺跡5.2%（10本/189本）（奈良ほか，

2021；新倉ほか，2022）などのように，江戸近郊の近世

農村部遺跡と同様に全体的に低い傾向を示すことが分

かっている．本遺跡における齲歯率が低い点は，従来の

群馬県内の中・近世人骨や江戸近郊の近世農村部人骨の

傾向と共通している．

４．まとめ

　群馬県東吾妻町に所在する厚田橋詰遺跡の2022年発掘

調査において，中世に相当すると思われる１号土壙墓よ

り人骨が出土した．遺存状態はきわめて不良であり，頭

骨片・四肢骨片が多数残存し，歯は歯根部を欠損したエ

ナメル質部分のみの永久歯が少なくとも15本検出され
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た．歯種に重複が認められないことから，１個体分の埋

葬と考えられる．頭骨片および歯の所見などから，本個

体は熟年程度の男性の可能性が高いものと判断された．

　齲歯数は残存歯15本中１本であり，齲歯率は6.6%で

ある．この値は既報の群馬県内の中・近世人骨および江

戸近郊の近世農村部人骨と同様に低い傾向を示す．また，

乳幼児期に栄養不良など何らかの身体的ストレスを受け

ていた可能性を示すとされるエナメル質減形成は，残存

歯15本中11本に認められた（73.3%）．

　本稿において群馬県の中世人骨の１例が新たに示され

たが，群馬県内における中・近世人骨の様相をさらに明

らかにしていくためにも，今後一層の資料の検討が望ま

れる．
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第6表　遺構別鉄滓重量

第１節　厚田橋詰遺跡の概要
　厚田橋詰遺跡は榛名山北麓端部の傾斜地にあり、この

傾斜地中の比較的平坦な区域を中心に遺構の分布が見ら

れた。調査面は浅間山As-Kk（大治３（1128））層（標準Ⅵ層）

下面を確認面とする中世の１面と、黄橙色土（標準Ⅸ層）

上面を確認面とする縄文時代から平安時代の２面であっ

た。

　１面では掘立柱建物１棟、土壙墓１基、土坑26基、ピッ

ト55基、集石１基、溝１条、畑１面、廃滓２か所を確認、

調査した。

　２面では土坑３基、ピット８基を確認、調査した。

　なお、旧石器確認調査を実施したが、旧石器時代の遺

構、遺物は確認されなかった。

　上述のように、本遺跡で調査した遺構は調査区中南部

の比較的平坦な区域に集中し、全体的にその分布は希薄

であった。また本遺跡の遺跡としての種別は集落、生産

遺跡と認識することはできず、「散布地」として把握でき

るに過ぎない。

第２節　出土鉄滓の概要
　遺跡では２か所の鉄滓の分布域、すなわち調査区北西

部の１号廃滓と調査区中南部の２号廃滓を確認、調査し

た。このほか１号廃滓に北接する調査区北西隅部の谷地

（１面谷地）と、２号廃滓の西から南東にかけての調査区

中南部の平坦部周辺部に在る6・７・８・12・22・23号

土坑、47号ピット、１号集石の８遺構からも鉄滓の出土

が見られた。１・２号廃滓出土の鉄滓を含め、これらの

鉄滓については第３・４表にまとめた。

　１・２号廃滓は、共に鉄滓がAs-Kk混土中に散布した

状態で出土しているものであり、その時期は中世と認識

されるものの、特定することはできなかった。

　１号廃滓出土の鉄滓は575点、13377.8gあり、このう

ちメタル反応のある鉄滓は23点、2518.1gであった。ま

たこの１号廃滓と北接する谷地の鉄滓は3点、4415.9g

でこのうちメタル反応のある鉄滓は１点、1608.1gで、

両者を合わせると579点、19401.8gで、メタル反応のあ

る鉄滓は24点、4126.2gあった。また２号廃滓は17点、

1399.2gで、反応のある鉄滓は３点、47.9gであるが、周

辺８遺構と合わせると出土廃滓は44点、5008.8gあり、

このうちメタル反応のある鉄滓は５点407.1gであった。

　１・２号廃滓および周辺地域には製鉄遺構そのものは

確認されなかったが、１号廃滓の中央付近に羽口１点

（２）と大型の碗形鉄滓と見られる鉄滓２点（6・７）、北

西部から羽口３点（３～５）が出土しており、羽口の一部

はガラス化して使用の痕跡が顕著である。また２号廃滓

からも羽口１点、２号廃滓の南１ｍ付近に在る12号土坑

から炉壁あるいは羽口と見られる土製品の出土が見られ

たため、１・２号廃滓付近で製鉄作業が営まれていた可

能性は低くないものと判断される。
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種・数　 メタル反応なし鉄滓 メタル反応あり鉄滓 備考　遺構 点数 重量 点数 重量

１号廃滓 552 点 10859.7 g 23 点 2518.1 g 羽口片が４点（２～５）含まれる。羽口片の一部はガラス化している。大型の椀
形とみられる滓（6・７）が含まれる。わずかに流動性を持つ滓が確認される。

２号廃滓 14 点 1351.3 g 3 点 47.9 g 羽口片１点が含まれ、先端部はガラス化している。

１面谷地 3 点 4415.9 g 1 点 1608.1 g 一部、炭の痕跡が残存する。若干の流動性のある滓が見られ、小石などを含む
滓も確認できる。

１号集石 8 点 1480.4 g 1 点 207.1 g 底面が丸みを帯び、椀形とみられる滓が２点確認できる。

6号土坑 6 点 1194.5 g 1 点 18.7 g 一部わずかに下面が椀形となるものがあるが、はっきりとしない。数点、流動
滓が含まれる。

７号土坑 2 点 57.6 g 0 点 0 g 小片の滓。
８号土坑 1 点 5.6 g 0 点 0 g 酸化土砂を含む滓。１点
12号土坑 5 点 461.5 g 0 点 0 g 炉壁もしくは羽口を含み、ガラス質が見られる滓が確認できる。
22号土坑 2 点 12.4 g 0 点 0 g 小片の滓。
23号土坑 1 点 38.4 g 0 点 0 g 酸化土砂を含む小片の滓。

47号ピット 0 点 0 g - 点 133.4 g 酸化土砂を含む鉄滓。不定形。
１面 0 点 0 g 2 点 1608.1 g 酸化土砂を含む鉄滓。不定形。
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第７表　遺構一覧表 [ ] 付測定値は推定長、（ ）付測定値は残存長を示す。
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ピット
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 平面形 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考

1 1 1 61374 ～ 61375 -91553 [ 円形 ] Ｎ－４°－Ｅ 0.30 0.29 0.26 中世
2 1 1 61379 -91557 楕円形 Ｎ－78°－Ｗ 0.30 0.21 0.18 中世
3 1 1 61379 ～ 61380 -91555 水滴形 Ｎ－59°－Ｗ 0.32 0.29 0.51 中世
4 1 1 61380 -91555 [ 隅丸長方形 ] Ｎ－46°－Ｗ 0.22 （0.19） 0.12 中世
5 1 1 61381 -91554 隅丸台形 Ｎ－54°－Ｅ 0.35 0.35 0.21 中世
6 1 1 61381 -91552 隅丸台形 Ｎ－76°－Ｅ 0.23 0.19 0.09 中世
7 1 1 61380 -91551 隅丸台形 Ｎ－83°－Ｅ 0.25 0.20 0.11 中世
8 1 1 61381 -91548 ～ -91549 隅丸盾形 Ｎ－72°－Ｅ 0.48 0.43 0.44 中世
9 1 1 61382 -91548 ～ -91549 隅丸台形 Ｎ－７°－Ｗ 0.32 0.28 0.34 中世
10 1 1 61382 ～ 61383 -91548 半楕円形 Ｎ－３°－Ｅ 0.25 0.21 0.07 中世
11 1 1 61381 ～ 61382 -91547 ～ -91548 円形 Ｎ－25°－Ｗ 0.32 0.30 0.11 中世
12 1 1 61381 -91547 ～ -91548 隅丸三角形 Ｎ－51°－Ｗ 0.29 0.27 0.28 中世
13 1号掘立柱建物P2
14 1 1 61380 -91547 楕円形 Ｎ－51°－Ｗ 0.25 0.20 0.17 中世
15 1号掘立柱建物P1
16 1 1 61379 -91546 ～ -91547 隅丸長方形 Ｎ－28°－Ｅ 0.36 0.32 0.17 中世
17 1 1 61379 ～ 61380 -91545 ～ -91546 楕円形 Ｎ－64°－Ｗ 0.27 0.20 0.16 中世
18 1 1 61379 -91545 ～ -91546 隅丸台形 Ｎ－52°－Ｅ 0.36 0.36 0.18 中世
19 1号掘立柱建物P3
20 1 1 61383 -91546 楕円形 Ｎ－76°－Ｅ 0.18 0.16 0.16 中世
21 1 1 61381 -91547 ～ -91548 [ 楕円形 ] Ｎ－42°－Ｗ 0.32 0.28 0.18 中世
22 1 1 61381 -91553 ～ -91554 楕円形 Ｎ－43°－Ｅ 0.36 0.34 0.31 中世
23 1 1 61378 -91546 円形 Ｎ－23°－Ｗ 0.20 0.20 0.15 中世
24 1 1 61378 ～ 61379 -91545 楕円形 Ｎ－32°－Ｗ 0.28 0.26 0.24 中世
25 1 1 61381 -91545 ～ -91546 楕円形 Ｎ－23°－Ｗ 0.24 0.21 0.16 中世
26 1 1 61382 -91545 ～ -91546 隅丸台形 Ｎ－53°－Ｗ 0.24 0.23 0.25 中世

掘立柱建物
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 柱間　桁行　間　×　梁行　間 主軸 桁行（ｍ） 梁行（ｍ） 備考

1 1 1 61379 ～ 61382 -91541 ～ -91547 （1×3） Ｎ－88°－Ｅ 1.984 2.09 中世

土壙墓
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 平面形 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考

1 1 1 61383 ～ 61384 -91540 ～ -91541 楕円形 Ｎ－23°－Ｅ （0.84） 0.80 0.22 中世

土坑
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 平面形 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考

1 1 1 61357 -91563 水滴形 Ｎ－43°－Ｗ 0.56 0.44 0.43
2 1 1 61358 ～ 61359 -91567 ～ -91568 隅丸長方形 Ｎ－77°－Ｅ 0.87 0.64 0.30  
3 1 1 61360 -91567 ～ -91568 隅丸長方形 Ｎ－43°－Ｅ 0.42 0.30 0.16
4 1 1 61367 -91565 隅丸長方形 Ｎ－45°－Ｅ 0.66 0.60 0.31
5 1 1 61368 -91565 ～ -91566 隅丸長方形 Ｎ－50°－Ｅ 0.56 0.41 0.21
6 1 1 61376 ～ 61378 -91554 ～ -91556 隅丸長方形 Ｎ－42°－Ｗ （2.16） 1.72 0.40
7 1 1 61380 ～ 61382 -91544 ～ -91546 隅丸六角形 Ｎ－10°－Ｗ 1.52 1.40 0.20 中世以降
8 1 1 61381 ～ 61382 -91546 ～ -91547 隅丸三角形 Ｎ－81°－Ｅ （1.34） （1.16） 0.13
9 1 1 61380 ～ 61381 -91542 ～ -91543 楕円形 Ｎ－11°－Ｅ （1.12） （1.04） 0.19
10 1 1 61381 ～ 61382 -91543 ～ -91544 隅丸長方形 Ｎ－83°－Ｗ 0.58 0.48 0.37
11 1 1 61384 -91548 ～ -91550 楕円形 Ｎ－87°－Ｅ 1.14 0.59 0.57
12 1 1 61374 ～ 61377 -91552 ～ -91554 隅丸の舟形 Ｎ－43°－Ｅ 2.60 1.16 0.33
13 1 1 61383 ～ 61384 -91541 ～ -91543 隅丸長方形 Ｎ－80°－Ｅ 1.60 1.24 0.40
14 欠番
15 1 1 61386 ～ 61387 -91548 ～ -91550 隅丸方形 Ｎ－65°－Ｅ 1.18 1.12 0.20 室町時代中期以前
16 1 1 61383 ～ 61385 -91548 ～ -91550 隅丸台形 Ｎ－39°－Ｗ 1.48 1.28 （0.37）
17 1 1 61385 ～ 61387 -91544 ～ -91546 隅丸長方形 Ｎ－７°－Ｗ 2.64 1.84 0.40

18 1 1 61387 ～ 61388 -91550 ～ -91551 楕円形 Ｎ－41°－Ｗ 1.04 0.92 0.18 平安時代末期～鎌
倉時代初頭

19 1 1 61383 ～ 61384 -91546 ～ -91548 隅丸長方形 Ｎ－86°－Ｗ （1.35） （1.08） 0.28
20 1 1 61384 ～ 61385 -91547 ～ -91548 隅丸長方形 Ｎ－34°－Ｅ （1.57） （0.60） 0.60
21 1 1 61393 ～ 61395 -91549 ～ -91550 隅丸長方形 Ｎ－３°－Ｗ 1.17 0.90 0.22
22 1 1 61382 ～ 61384 -91556 ～ -91557 隅丸短冊形 Ｎ－35°－Ｗ 1.82 0.57 0.32
23 1 1 61383 ～ 61386 -91554 ～ -91556 隅丸短冊形 Ｎ－30°－Ｗ 3.60 0.71 0.58
24 1 2 61387 -91544 ～ -91545 隅丸長方形 Ｎ－78°－Ｅ 0.69 0.62 0.32
25 1 1 61383 ～ 61384 -91558 ～ -91559 隅丸長方形 Ｎ－８°－Ｅ 0.95 0.57 0.27
26 1 1 61383 ～ 61384 -91558 ～ -91559 隅丸長方形 Ｎ－19°－Ｗ （0.60） 0.55 0.24
27 1 1 61380 ～ 61382 -91564 ～ -91566 隅丸長方形 Ｎ－75°－Ｅ 1.74 1.00 0.32
28 1 1 61381 ～ 61383 -91561 ～ -91563 隅丸長方形 Ｎ－76°－Ｅ 2.55 1.45 0.49
29 1 2 61384 ～ 61385 -91548 ～ -91549 隅丸台形 Ｎ－61°－Ｅ 1.24 1.08 0.32
30 1 2 61383 -91561 ～ -91562 隅丸長方形 Ｎ－47°－Ｗ 0.72 0.55 0.63
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集石
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考

1 1 1 61377 ～ 61378 -91555 ～ -91557 Ｎ－80°－Ｗ （1.64）　 1.54 0.32 中世

溝
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考

1 1 1 61383 ～ 61386 -91540 ～ -91541 Ｎ０° 3.38 0.44 0.15 中世

畑
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 主軸 東西長（ｍ） 南北長（ｍ） 備考

1 1 1 61376 ～ 61379 -91563 ～ -91566 Ｎ－14°－Ｗ 2.53 3.1 中世

廃滓
番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 備考

1 1 1 61369 ～ 61380 -91571 ～ -91580 Ｎ－28°－Ｗ 10.0 6.0 中世
2 1 1 61385 ～ 61389 -91551 ～ -91554 Ｎ０° （南北方向）4.0 （東西方向）：3.4 中世

番号 区 面 Ｘ座標 Ｙ座標 平面形 主軸 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 備考
27 1 1 61384 ～ 61385 -91541 ～ -91542 隅丸長方形 Ｎ－40°－Ｅ 0.28 0.25 0.13 中世
28 1 1 61381 ～ 61381 -91543 楕円形 Ｎ－26°－Ｅ 0.24 0.21 0.34 中世
29 1 1 61382 ～ 61383 -91543 隅丸盾形 Ｎ－67°－Ｅ 0.33 0.31 0.25 中世
30 1 1 61385 -91542 ～ -91543 長瓢箪形 Ｎ－69°－Ｅ 0.54 0.33 0.25 中世
31 1 1 61378 -91545 ～ -91546 楕円形 Ｎ－57°－Ｗ 0.28 0.27 0.37 中世
32 1号掘立柱建物P6

33 1 1 61381 -91545 隅丸方形 Ｎ－63°－Ｅ 0.29 0.26 0.19 底面近くに礫
中世

34 1 1 61381 -91544 ～ -91545 隅丸方形 Ｎ－50°－Ｗ 0.27 0.26 0.21 中世
35 1 1 61378 ～ 61379 -91546 隅丸方形 Ｎ－25°－Ｗ 0.23 0.22 0.22 中世
36 1号掘立柱建物P7
37 1 1 61381 -91543 ～ -91544 [ 隅丸方形 ] Ｎ－83°－Ｅ （0.26） （0.14） 0.26 中世か
38 1 1 61385 -91542 隅丸方形 Ｎ－6°－Ｅ 0.27 0.26 0.25 中世
39 1 1 61385 -91539 ～ -91540 隅丸台形 Ｎ－68°－Ｗ 0.29 0.28 0.29 中世
40 1 1 61385 -91539 楕円形 Ｎ－66°－Ｗ 0.25 0.21 0.31 中世
41 1 1 61386 -91540 方形 Ｎ－45°－Ｗ 0.22 0.21 0.28 中世
42 1 1 61386 ～ 61387 -98540 楕円形 Ｎ－38°－Ｅ 0.34 0.26 0.20 中世
43 1 1 61384 ～ 61385 -91541 水滴形 Ｎ－71°－Ｅ 0.22 0.16 0.35 中世
44 1 1 61384 -91539 ～ -91540 円形 Ｎ－48°－Ｗ 0.26 0.26 0.29 中世
45 1 1 61381 -91546 隅丸盾形 Ｎ－57°－Ｅ 0.29 0.28 0.33 中世
46 1 1 61380 -94545 楕円形 Ｎ－75°－Ｗ 0.26 0.22 0.21 中世
47 1 1 61380 -94545 楕円形 Ｎ－43°－Ｅ 0.31 0.28 0.31 底面に小礫、中世
48 1 1 61384 -91539 ～ -91540 隅丸台形 Ｎ－31°－Ｗ 0.18 0.17 0.16 中世
49 1号掘立柱建物P5
50 1号掘立柱建物P4
51 1 1 61376 -91552 ～ -91553 隅丸長方形 Ｎ－34°－Ｅ 0.40 0.30 0.46 中世
52 1 1 61380 -91546 楕円形 Ｎ－82°－Ｗ 0.26 0.22 0.29 中世
53 1 1 61377 ～ 61378 -91545 ～ -91456 楕円形 Ｎ－51°－Ｗ 0.22 0.19 0.15 中世
54 1 1 61377 -91546 隅丸長方形 Ｎ－18°－Ｅ 0.29 0.24 0.26 中世
55 1 1 61387 ～ 61388 -91547 楕円形 Ｎ－37°－Ｅ 0.20 0.17 0.38 中世
56 1 1 61376 -91549 隅丸長方形 Ｎ－55°－Ｅ 0.32 0.26 0.40 中世
57 1 1 61380 ～ 61381 -91548 楕円形 Ｎ－20°－Ｗ 0.30 0.21 0.31 中世
58 1 1 61387 ～ 61388 -91546 隅丸三角形 Ｎ－12°－Ｅ 0.22 0.21 0.29 中世
59 1 1 61388 -91537 楕円形 Ｎ－34°－Ｗ 0.22 0.20 0.21 中世
60 1 1 61391 -91540 隅丸長方形 Ｎ－47°－Ｅ 0.22 0.20 0.15 中世
61 1 1 61393 ～ 61394 -91542 楕円形 Ｎ－15°－Ｗ 0.27 0.23 0.53 中世
62 1 2 61378 ～ 61379 -91544 ～ -91545 楕円形 Ｎ－65°－Ｗ 0.40 0.31 0.44 
63 1 2 61380 -91543 ～ -91544 隅丸台形 Ｎ－10°－Ｗ 0.24 0.22 0.25 
64 1 1 61381 -91544 長方形 Ｎ－89°－Ｗ 0.20 0.17 0.18 中世
65 1 2 61381 -91543 楕円形 Ｎ－60°－Ｅ 0.20 0.16 0.26 
66 1 2 61381 -91542 ～ -91543 隅丸台形 Ｎ－84°－Ｗ 0.28 0.23 0.29 
67 1 2 61386 -91541 ～ -91542 隅丸台形 Ｎ－90° 0.24 0.23 0.16 
68 1 2 61375 -91553 隅丸長方形 Ｎ－76°－Ｅ 0.29 0.29 0.29 
69 1 2 61393 ～ 61394 -91543 ～ -91544 円形 Ｎ－59°－Ｗ 0.32 0.31 0.24 
70 1 2 61387 ～ 61388 -91542 ～ -91543 楕円形 Ｎ－41°－Ｗ 0.26 0.18 0.22 
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第12図 
PL.18 1 在地土器 

内耳鍋
 
口縁部1/4

口 
底

[29.0] 
－

高 （6.8） 細砂多/焼成良/
淡橙色～黒色 口唇部外削ぎ状、平坦面シャープ。内外面横撫で。 中世

15号土坑
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第13図 
PL.18 1 陶器 

碗か
 
体部片

口 
底

－ 
－

高 （2.6） 良好/灰白色 内外面灰釉。 古瀬戸、14・
15世紀

64号ピット
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第21図 
PL.18 1 在地土器 

内耳鍋
 
底部片

長 
幅

14.0 
6.7

厚
 

0.5 ～
0.7

細砂多/焼成良/
黒褐色 外面砂底状。内面横撫で。 中世

１号集石
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第25図 
PL.18 1 石臼 

上臼
 
３割残存

長 
幅

（16.2） 
（18.3）

厚 
重

6.0 
（2035）粗粒輝石安山岩 摺面は周縁部ほぼ平滑、偏べり顕著、刻線不明瞭。軸受け

穴、引き手穴あり。 粉ひき形

第25図 
PL.18 2 敲石  

表面下位欠損
長 
幅

14.4 
5.3

厚 
重

3.6 
（389） 安山岩 棒状円礫の片側に敲打痕、２次被熱痕あり。

１号廃滓
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第29図 
PL.18 1 銭貨 

五銖
 
1/4

内径 

外径
- 
-

厚 
重

0.093 
0.4 面、背ともに彫は深く明瞭。

２号廃滓
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第30図 
PL.18 1 鉄製品 

釘
 
一部欠損

長 
幅

4.35 
0.8

厚 
重

0.6 
5.3 脚部がわずかに欠ける。頭部は折り返され、鉤状に曲がる。

遺構外
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第31図 
PL.18 1 在地土器 

内耳鍋
１区１面 
頸部片

縦 
横

5.6 
3.7

厚 1.1 細砂少/焼成良/
黒褐色 内外面横撫で。口縁部内耳に窪み。 中世

第31図 
PL.18 2 在地土器 

内耳鍋
１区１面 
口縁部片

縦 
横

2.2 
3.6

厚 0.8 細砂多/焼成良/
外：黒褐色 
内：にぶい褐色

口唇部上端に平坦面。内外面横撫で。 中世

２面
遺構外
挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値（㎝、ｇ） 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第37図 
PL.18 1 縄文土器 

深鉢
１区１面 
口縁部片

縦 
横

2.6 
3.4

厚 0.7 細砂少、繊維多/
焼成良/にぶい黄
橙色

口唇部沈線間に羽状文。 関山Ⅰ式古

第37図 
PL.18 2 縄文土器 

深鉢
１号廃滓 
胴部片

縦 
横

2.4 
4.4

厚 1.1 砂粒多/焼成良/
にぶい黄褐色 器面荒れ。押引文と波状沈線。 勝坂２式

第37図 
PL.18 3 縄文土器 

深鉢
１区１面 
胴部片

縦 
横

7.0 
7.7

厚 1.4 砂粒多/焼成良/
明赤褐色 内面かなり研磨。楕円区画文、縄文LR。 加曽利Ｅ１式

第37図 
PL.18 4 縄文土器 

深鉢
１区１面 
胴部片

縦 
横

3.9 
4.3

厚 1.3 砂粒多/焼成良/
橙色 ３と同一個体。 加曽利Ｅ１式

第37図 
PL.18 5 縄文土器 

深鉢
１区１面 
口縁部片

縦 
横

5.0 
4.5

厚 0.6 砂粒少/焼成良/
にぶい黄橙色 内外面研磨、光沢あり。縄文LR。 加曽利Ｂ２式

第37図 
PL.18 6 縄文土器 

深鉢
１区１面 
胴部片

縦 
横

4.9 
7.9

厚 0.7 砂粒多/焼成良/
にぶい黄橙色 括れ部に２条の平行沈線。外面粗い研磨。内面撫で。 加曽利Ｂ２式

第37図 
PL.18 7 縄文土器 

浅鉢
6号土坑 
胴部片

縦 
横

2.9 
5.7

厚 0.7 砂粒多/焼成良/
にぶい黄褐色 内面研磨。縄文LR。 加曽利Ｂ２式

第37図 
PL.18 8 縄文土器 

鉢か
１区１面 
胴部片

縦 
横

4.2 
4.9

厚 0.9 砂粒少/焼成良/
にぶい橙色 内面粗い研磨。 加曽利Ｂ２式

第37図 
PL.19 9 土製 

円盤
１号廃滓 
欠損品

縦 
横

1.8 
2.7

厚 0.8 片岩含む/明赤褐
色 勝坂２式土器を使用

第37図 
PL.19 10 石錐 １区１面 

完形
長 
幅

3.5 
1.6

厚 
重

0.6 
1.9 黒曜石 先端部に調整剥離。 表面劣化。 縄文

第37図 
PL.19 11 弥生土器 

甕
１号廃滓 
肩部片

縦 
横

4.2 
4.4

厚 0.7 砂粒多/焼成良/
にぶい橙色 内面撫で。縄文LR。 弥生中期前半

第37図 
PL.19 12 土師器 

壺
13号土坑 
頸部片

縦 
横

2.9 
3.7

厚 0.6 焼成良/明赤褐色 外面と口縁内面研磨 古墳時代か

第37図 
PL.19 13 須恵器 

甕
１号廃滓 
肩部片

縦 
横

7.7 
6.9

厚 1.3 焼成良/灰色 外面撫で、上半部に粗い研磨。内面横撫で、一部に平行線、
かき目、もしくは叩き。 古墳時代か



第９表　非掲載遺物集計表

非掲載遺物集計表

56

遺構名 縄文土器 点数 重量（ｇ） 中世 点数 重量（ｇ） 近世 点数 重量（ｇ） 石器 点数 重量（ｇ）

6号土坑 砕片（黒曜石） 1 0.4

７号土坑 内耳鍋片 1 4.9 剥片 1 2.2
廃滓片 1 6.7

18号土坑 加曽利Ｅ３式 1 9.2
6号ピット 剥片（チャート） 1 3.5

1号集石 打製石斧未成品 1 135.6

１号廃滓 勝坂２式 1 23.2 陶磁器片 2 4.1 剥片（黒曜石） 1 1.6
中期 2 砕片（黒曜石） 1 0.1

１面 加曽利Ｅ１式 2 99.1 陶磁器片 5 41.9 剥片（黒曜石） 1 2.2
中期 2 剥片（安山岩） 1 57.8

調査区外 7 381.3
計 15 512.8 2 11.6 7 46.0 8 203.4



写 真 図 版





１　１面全景（北東から）

２　１面全景（南西から）

PL.11面（全景）



１　遺構検出状況（手前北西）

２　１面調査区中南部の遺構（北西から）

PL.2 1面（全景）



１　１号掘立柱建物全景（西から）

５　１号掘立柱建物ピット７（北西から）

２　１号掘立柱建物ピット２土層断面（南東から）

４　１号掘立柱建物ピット５（北西から）

３　１号掘立柱建物ピット４（北東から）

PL.31面（掘立柱建物）



１　１号土壙墓上面（南西から）

２　１号土壙墓人骨出土状況（東から）

PL.4 1面（土壙墓）



１　１号土坑全景（北西から）

５　５号土坑全景（北から）

３　３号土坑全景（北から）

７　７号土坑全景（北から）

２　２号土坑全景（西から）

６　６号土坑鉄滓出土状況（南東から）

４　４号土坑全景（北から）

８　８号土坑全景（東から）

PL.51面（土坑）



１　９号土坑全景（北西から）

５　13号土坑全景（西から）

３　11号土坑全景（西から）

７　16号土坑全景（西から）

２　10号土坑全景（北西から）

６　15号土坑全景（北西から）

４　12号土坑全景（南東から）

８　17号土坑全景（北から）

PL.6 1面（土坑）



１　18号土坑全景（北東から）

５　22号土坑全景（北西から）

３　20号土坑全景（北東から）

７　25号土坑全景（西から）

２　19号土坑土層断面（北東から）

６　23号土坑全景（北西から）

４　21号土坑全景（北から）

８　26号土坑全景（西から）

PL.71面（土坑）



１　27号土坑全景（北東から）

５　１号集石土層断面（北東から）

３　１号集石全景（南東から）

６　１号溝土層断面（北西から）

２　28号土坑全景（西から）

４　１号集石礫出土状況（南東から）

７　１号溝全景（北から）

PL.8 1面（土坑・集石・溝）



１　１号ピット全景（南東から） ２　２号ピット全景（西から） ３　３号ピット全景（北西から）

４　４号ピット全景（北西から） ５　５号ピット全景（北西から） ６　６号ピット土層断面（南西から）

７　７号ピット全景（北東から） ８　８号ピット全景（北西から） ９　９号ピット全景（北西から）

10　10号ピット全景（北西から） 11　11号ピット全景（南東から） 12　12号ピット全景（南東から）

13　14号ピット全景（南西から） 14　16号ピット全景（南西から） 15　17号ピット全景（北西から）

PL.91面（ピット）



１　18号ピット全景（北西から） ２　20号ピット全景（南東から） ３　21号ピット全景（南東から）

４　22号ピット全景（北西から） ５　23号ピット全景（北西から） ６　24号ピット全景（北西から）

７　25号ピット全景（北東から） ８　26号ピット全景（北東から） ９　27号ピット全景（北西から）

10　28号ピット全景（北西から） 11　29号ピット全景（北西から） 12　30号ピット全景（北から）

13　31号ピット全景（北西から） 14　33号ピット全景（北から） 15　34号ピット全景（北から）

PL.10 1面（ピット）



１　35号ピット全景（北西から） ２　37号ピット全景（北西から） ３　38号ピット全景（北から）

４　39号ピット全景（北西から） ５　40号ピット全景（北西から） ６　41号ピット全景（北西から）

７　42号ピット全景（北東から） ８　43号ピット全景（北から） ９　44号ピット全景（北西から）

10　45号ピット全景（北東から） 11　46号ピット全景（北から） 12　47号ピット全景（北東から）

13　48号ピット全景（北西から） 14　51号ピット全景（南から） 15　52号ピット全景（北西から）

PL.111面（ピット）



１　53・54号ピット全景（北西から、53左・54中） ２　55号ピット全景（北から） ３　56号ピット全景（北西から）

４　57号ピット全景（西から） ５　58号ピット全景（北から） ６　59号ピット全景（北西から）

７　60号ピット全景（北西から） ８　61号ピット全景（北から） ９　64号ピット全景（西から）

10　１号畑全景（北から）

PL.12 1面（ピット・畑）



１　１号畑土層断面（南から）

４　１号廃滓出土状況２回目（北西から）

２　１号廃滓土層断面（北東から）

６　１号廃滓鉄滓出土状況（24グリッド、北西から）

５　１号廃滓鉄滓出土状況（33グリッド、北西から）

３　１号廃滓出土状況全景（北西から）

７　１号廃滓鉄滓出土状況（出土遺物７、北西から）

PL.131面（畑・廃滓）



１　２号廃滓出土状況全景（北から）

３　２号廃滓釘出土状況（南西から）２　２号廃滓出土状況（北東から）

４　遺構外キセル出土状況（北から）

PL.14 1面（廃滓・遺構外出土遺物）



１　２面全景（北東から）

５　30号土坑全景（南西から）

２　２面土坑・ピット群（東から）

４　29号土坑全景（北東から）

３　24号土坑全景（北西から）

PL.152面（全景・土坑・ピット）



１　62号ピット全景（北西から） ２　63号ピット全景（北西から） ３　65号ピット全景（北西から）

４　66号ピット全景（北西から） ５　67号ピット全景（西から） ６　68号ピット全景（北西から）

７　69号ピット全景（北西から） ８　70号ピット全景（北西から） ９　遺構外石錐出土状況（北西から）

PL.16 2面（ピット・遺構外出土遺物）



３　確認調査５・６号トレンチ（北西から）

１　基本土層№１（南壁、北西から）

５　旧石器確認調査１号トレンチ（北西から）

４　西側谷確認調査２号トレンチ（北東から）

２　基本土層№２（北壁、南東から）

６　旧石器確認調査１号トレンチ南壁土層断面（北西から）

PL.17基本土層・確認調査



９号土坑出土遺物 15号土坑出土遺物 64号ピット出土遺物

１号集石出土遺物

１号廃滓出土遺物　 ２号廃滓出土遺物 １面遺構外出土遺物

２面遺構外出土遺物

PL.18
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２面遺構外出土遺物

１号廃滓　出土鉄製関連遺物　
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